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■UA043 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究演習Ａ 

(Seminer on Tourism Research(A)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
修士論文作成に向けた発表・議論の習熟 

担当者名 

（Instructor） 

宮崎 友里(MIYAZAKI YURI) 

東 徹(AZUMA TORU) 

韓 志昊(HAN JIHO) 

羽生 冬佳(HANYU FUYUKA) 

橋本 俊哉(HASHIMOTO TOSHIYA) 

西川 亮(NISHIKAWA RYO) 

野原 克仁(NOHARA KATSUHITO) 

杜 国慶(DU GUOQING) 

門田 岳久(KADOTA TAKEHISA) 

川嶋 久美子(KAWASHIMA KUMIKO) 

葛野 浩昭(KUZUNO HIROAKI) 

舛谷 鋭(MASUTANI SATOSHI) 

松村 公明(MATSUMURA KOUMEI) 

大橋 健一(OHASHI KENICHI) 

佐藤 大祐(SATO DAISUKE) 

千住 一(SENJU HAJIME) 

高岡 文章(TAKAOKA FUMIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業は、毎回複数人の学生による研究発表・議論を積み重ねることで、修士論文のテーマ設定、内容の深化を図ることを目的

とする。 

 

The goal of this course is to identify master’s thesis topics and engage in-depth with the topic of this course by holding 

multiple student research presentations and debates during each session. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、複数の教員が参加する指導体制のもとで学生による発表を行い、議論を重ねる。第２回から第７回にかけて、毎回

数人の発表者が研究発表を行い、参加教員からの質問やコメントを得たうえで、学生が応答を繰り返すことで、修論テーマと内容

を明確化し修論計画を進めていく。第８回から第１３回において具体的な研究・調査手法を示し課題や問題点を検討し、期待され

る研究成果について議論する。最終回である第１４回においては、修論構想報告会を開催し、研究計画についての課題と問題点

を検討し、助言を得る。 

 

This class will involve student presentations and discussion involving participation of multiple faculty members. From the 2nd to 

7th sessions, students will do research presentations and each presenter will receive comments from multiple faculty members. 

Students will clarify the content of their master’s thesis research topic by reviewing the answers to students’ questions. In the 

8th to 13th sessions, students will review the research method and examine issues. In the 14th final session, students will show 

master's thesis research outline and discuss issues and problems regarding research plans and obtain advice from professors. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の進め方について説明 

2. 研究発表①テーマ設定に向けて 

3. 研究発表②テーマ設定に向けて 

4. 研究発表③テーマ設定に向けて 

5. 研究発表④テーマ設定に向けて 

6. 研究発表⑤テーマ設定に向けて 

7. 研究発表⑥テーマ設定に向けて 

8. 研究発表⑦内容構成の深化 

9. 研究発表⑧内容構成の深化 

10. 研究発表⑨内容構成の深化 

11. 研究発表⑩内容構成の深化 
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12. 研究発表⑪内容構成の深化 

13. 研究発表⑫内容構成の深化 

14. 全教員と全履修者が参加する修士論文構想発表会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前の発表準備、事後の振り返りに時間を多大な時間と労力を要する。まず、本授業開始までに大まかなテーマ設定とそのため

の先行研究の読み込み、整理を各自行うこと。また、第２回から第９回にかけて各自発表準備、第１１回以降は、各発表のフィー

ドバックとして、発表で達成できたこと、今後の課題の整理を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表及び議論の内容を総合的に判断する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA044 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究演習Ｂ 

(Seminer on Tourism Research(B)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
修士論文作成に向けた発表・議論の習熟 

担当者名 

（Instructor） 

宮崎 友里(MIYAZAKI YURI) 

東 徹(AZUMA TORU) 

羽生 冬佳(HANYU FUYUKA) 

橋本 俊哉(HASHIMOTO TOSHIYA) 

毛谷村 英治(KEYAMURA EIJI) 

西川 亮(NISHIKAWA RYO) 

野原 克仁(NOHARA KATSUHITO) 

小野 良平(ONO RYOHEI) 

杜 国慶(DU GUOQING) 

門田 岳久(KADOTA TAKEHISA) 

川嶋 久美子(KAWASHIMA KUMIKO) 

葛野 浩昭(KUZUNO HIROAKI) 

舛谷 鋭(MASUTANI SATOSHI) 

松村 公明(MATSUMURA KOUMEI) 

大橋 健一(OHASHI KENICHI) 

佐藤 大祐(SATO DAISUKE) 

千住 一(SENJU HAJIME) 

高岡 文章(TAKAOKA FUMIAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
１単位(1 Credit) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業は、毎回複数人の学生による研究発表・議論を積み重ねることで、修士論文の内容の深化を図ることを目的とする。異な

る専門分野においても研究としての客観性が担保でき、論理的な枠組みで研究が進められていることを確認できるよう専門の異

なる複数の教員が助言と指導を行う。 

 

The purpose of this class is to deepen the content of the master's thesis by accumulating research presentations and 

discussions by students each time. Several faculty members with different specialties provide advice and suggestion so that the 

objectivity of research can be ensured even in different specialized fields and that research is proceeding within a logical 

framework. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、複数教員参加のもとで学生による発表を行い、議論を重ねる。第２回から第７回にかけて、数人の発表者が研究発

表を行い、各発表者に近い専門分野の教員からコメントを得て、学生からの応答を繰り返すことで、修士論文における議論を深

めていく。第８回から第１３回では、研究テーマからは遠い専門分野の教員が客観的で論理的な研究が行われているかについて

確認し助言を行う。最終回の第１４回では、修士論文中間発表会を開催し、調査が佳境に入る夏休みに向けて研究の進め方に

ついて確認する。 

 

In this class, students make presentation under the participation multiple teachers. From the 2nd to the 7th, several students 

make research presentations and receive comments from faculty members in specialized fields close to each presenter to 

deepen the discussion in the master's thesis. In the 8th to 13th sessions, faculty members in specialized fields far from the 

research theme will confirm whether objective and logical research is being conducted and give advice. In the final 14th round, 

students will hold an interim presentation of the master's thesis to confirm how to proceed with the research toward the 

summer vacation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の進め方について説明 

2. 研究発表①(一巡目)研究テーマと調査分析手法の検討 

3. 研究発表②(一巡目)研究テーマと調査分析手法の検討 

4. 研究発表③(一巡目)研究テーマと調査分析手法の検討 

5. 研究発表④(一巡目)研究テーマと調査分析手法の検討 

6. 研究発表⑤(一巡目)研究テーマと調査分析手法の検討 

7. 研究発表⑥(一巡目)研究テーマと調査分析手法の検討 
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8. 研究発表⑦(二巡目)論理構成と学際性の検討 

9. 研究発表⑧(二巡目)論理構成と学際性の検討 

10. 研究発表⑨(二巡目)論理構成と学際性の検討 

11. 研究発表⑩(二巡目)論理構成と学際性の検討 

12. 研究発表⑪(二巡目)論理構成と学際性の検討 

13. 研究発表⑫(二巡目)論理構成と学際性の検討 

14. 修士論文中間発表会 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前の発表準備、事後の振り返りに時間を多大な時間と労力を要する。まず、本授業開始までに大まかなテーマ設定とそのため

の先行研究の読み込み、整理を各自行うこと。また、第２回から第１３回にかけて各自発表準備を十分に行うだけでなく、初回に

受けた指摘事項に関しては２回目の発表時に対応策もしくは指摘を受け入れない理由を明白に示すこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表及び議論の内容を総合的に判断する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA113 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
橋本 俊哉(HASHIMOTO TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA114 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
大橋 健一(OHASHI KENICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA115 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
西川 亮(NISHIKAWA RYO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA117 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
舛谷 鋭(MASUTANI SATOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA118 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
松村 公明(MATSUMURA KOUMEI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA119 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
葛野 浩昭(KUZUNO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA122 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
杜 国慶(DU GUOQING) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA123 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
千住 一(SENJU HAJIME) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA125 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 大祐(SATO DAISUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA127 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
毛谷村 英治(KEYAMURA EIJI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA130 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
野原 克仁(NOHARA KATSUHITO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA133 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 友里(MIYAZAKI YURI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA134 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
門田 岳久(KADOTA TAKEHISA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA135 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
東 徹(AZUMA TORU) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 19 - 

■UA136 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
韓 志昊(HAN JIHO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA137 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
羽生 冬佳(HANYU FUYUKA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA138 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
小野 良平(ONO RYOHEI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA140 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
高岡 文章(TAKAOKA FUMIAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA141 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
石橋 正孝(ISHIBASHI MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA142 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
工藤 正子(KUDO MASAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA143 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ａ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
川嶋 久美子(KAWASHIMA KUMIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究の仮テーマの設定１ 

3. 研究の仮テーマの設定２ 

4. 研究の仮テーマの設定３ 

5. 文献研究１ 

6. 文献研究２ 

7. 文献研究３ 

8. 文献研究４ 

9. 研究方法の検討１ 

10. 研究方法の検討２ 

11. 研究方法の検討３ 

12. 研究計画の策定１ 

13. 研究計画の策定２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 26 - 

■UA213 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
橋本 俊哉(HASHIMOTO TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA214 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
大橋 健一(OHASHI KENICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA215 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
西川 亮(NISHIKAWA RYO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA217 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
舛谷 鋭(MASUTANI SATOSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA218 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
松村 公明(MATSUMURA KOUMEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA219 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
葛野 浩昭(KUZUNO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 32 - 

■UA222 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
杜 国慶(DU GUOQING) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA223 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
千住 一(SENJU HAJIME) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA225 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 大祐(SATO DAISUKE) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA227 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
毛谷村 英治(KEYAMURA EIJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA230 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
野原 克仁(NOHARA KATSUHITO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA233 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 友里(MIYAZAKI YURI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA234 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
門田 岳久(KADOTA TAKEHISA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA235 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
東 徹(AZUMA TORU) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA236 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
韓 志昊(HAN JIHO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA237 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
羽生 冬佳(HANYU FUYUKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA238 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
小野 良平(ONO RYOHEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA240 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
高岡 文章(TAKAOKA FUMIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA241 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
石橋 正孝(ISHIBASHI MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA242 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
工藤 正子(KUDO MASAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA243 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／観光研究基礎指導Ｂ 

(Supervision Seminar on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
川嶋 久美子(KAWASHIMA KUMIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

２年次の修士論文執筆に向けて，テーマや方法論について個別に指導を行い，１年次終了時には，修士論文のフレームが完成

することを目標とする。 

 

For the second year master’s thesis writing, individual instruction will be carried out regarding topics and methodology with the 

aim of having students complete an outline of their master’s theses by the end of their first year. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程１年次生を対象に，研究科専任教員が分担して研究全般について個別に指導を行う。 

 

For the first year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing students with 

individual instruction regarding general research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 予備調査の実施と経過の報告１ 

3. 予備調査の実施と経過の報告２ 

4. 予備調査の実施と経過の報告３ 

5. 調査結果の分析と経過の報告１ 

6. 調査結果の分析と経過の報告２ 

7. 修士論文構想発表会での報告準備１ 

8. 修士論文構想発表会での報告準備２ 

9. プレゼンテーション指導 

10. 研究テーマの再検討１ 

11. 研究テーマの再検討２ 

12. 研究計画の再検討１ 

13. 研究計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自の仮テーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA313 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
橋本 俊哉(HASHIMOTO TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA314 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
大橋 健一(OHASHI KENICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA315 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
西川 亮(NISHIKAWA RYO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA317 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
舛谷 鋭(MASUTANI SATOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA318 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
松村 公明(MATSUMURA KOUMEI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA319 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
葛野 浩昭(KUZUNO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA322 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
杜 国慶(DU GUOQING) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA323 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
千住 一(SENJU HAJIME) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA325 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 大祐(SATO DAISUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 56 - 

■UA327 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
毛谷村 英治(KEYAMURA EIJI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA330 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
野原 克仁(NOHARA KATSUHITO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA333 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 友里(MIYAZAKI YURI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA334 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
門田 岳久(KADOTA TAKEHISA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 60 - 

■UA335 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
東 徹(AZUMA TORU) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA336 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
韓 志昊(HAN JIHO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA337 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
羽生 冬佳(HANYU FUYUKA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA338 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
小野 良平(ONO RYOHEI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA340 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
高岡 文章(TAKAOKA FUMIAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA341 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
石橋 正孝(ISHIBASHI MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA342 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
工藤 正子(KUDO MASAKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA343 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ａ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(A)) 

担当者名 

（Instructor） 
川嶋 久美子(KAWASHIMA KUMIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 研究テーマおよびこれまでの成果の確認 

3. 研究計画の確認 

4. 調査の実施と経過の報告１ 

5. 調査の実施と経過の報告２ 

6. 調査結果の分析と経過の報告１ 

7. 調査結果の分析と経過の報告２ 

8. 中間報告会での報告準備１ 

9. 中間報告会での報告準備２ 

10. 研究構成の再検討１ 

11. 研究構成の再検討２ 

12. 調査分析計画の再検討１ 

13. 調査分析計画の再検討２ 

14. まとめと今後の作業の確認 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA413 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
橋本 俊哉(HASHIMOTO TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA414 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
大橋 健一(OHASHI KENICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA415 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
西川 亮(NISHIKAWA RYO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA417 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
舛谷 鋭(MASUTANI SATOSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 72 - 

■UA418 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
松村 公明(MATSUMURA KOUMEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA419 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
葛野 浩昭(KUZUNO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA422 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
杜 国慶(DU GUOQING) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA423 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
千住 一(SENJU HAJIME) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 76 - 

■UA425 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
佐藤 大祐(SATO DAISUKE) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA427 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
毛谷村 英治(KEYAMURA EIJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA430 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
野原 克仁(NOHARA KATSUHITO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA433 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 友里(MIYAZAKI YURI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA434 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
門田 岳久(KADOTA TAKEHISA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA435 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
東 徹(AZUMA TORU) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA436 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
韓 志昊(HAN JIHO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA437 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
羽生 冬佳(HANYU FUYUKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA438 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
小野 良平(ONO RYOHEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA440 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
高岡 文章(TAKAOKA FUMIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA441 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
石橋 正孝(ISHIBASHI MASATAKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA442 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
工藤 正子(KUDO MASAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA443 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

自動登録／修士論文指導演習Ｂ 

(Supervision Seminar on Master's Thesis(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
川嶋 久美子(KAWASHIMA KUMIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG6003 

言語 

（Language） 

その他 

(Others) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文執筆に向けて，テーマや方法について個別に研究指導を行い，修士論文の完成を目指す。 

 

For writing the master’s theses, individual instruction will be carried out regarding topics and methods with the goal of 

completing the master’s theses. 

 

授業の内容（Course Contents） 

前期課程２年生次を対象に，研究科専任教員が分担して修士論文の作成全般について個別に指導を行う。 

 

For the second year of the master’s program, instructors in the research department will take turns providing individualized 

general instruction regarding completing the master’s theses. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告１ 

3. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告２ 

4. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告３ 

5. 調査結果の分析・考察の実施と経過報告４ 

6. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

7. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

8. 仮提出に向けた修士論文の執筆指導３ 

9. 論文の修正指導１ 

10. 論文の修正指導２ 

11. 本提出に向けた修士論文の執筆指導１ 

12. 本提出に向けた修士論文の執筆指導２ 

13. 修士論文報告会，審査会での発表準備１ 

14. 修士論文報告会，審査会での発表準備２ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指導内容を参考に，各自のテーマに沿って準備を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

修士論文，発表および研究活動の状況により総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA554 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA554／観光経営研究 

(Tourism Management) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
観光経営分野の研究について学習する 

担当者名 

（Instructor） 
韓 志昊(HAN JIHO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

観光経営分野の研究動向を学習し、自分のテーマで研究計画書を作成する。 

 

Students will learn about research trends in the tourism management field, and create a written research plan for their own 

topics. 

 

授業の内容（Course Contents） 

観光経営分野の研究動向を把握するために、主に英文文献を中心にテーマ別に 

Critical Reading をしながら、Discussion を行う。文献研究を踏まえ、自身の研究テーマを選定し、英語で研究計画書を作成す

る。 

 

In order to grasp the research trends in the tourism management field,  

students will have discussions while doing critical reading of primarily English-language literature separated by topic. Based on 

literature research, each student will select his or her own research topic and make a written research plan in English. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction 

2. Reading & Discussion - Destination Managementに関する研究 1 

3. Reading & Discussion - Destination Managementに関する研究 2 

4. Reading & Discussion - Hotel Managementに関する研究 1 

5. Reading & Discussion - Hotel Managementに関する研究 2 

6. Reading & Discussion - Event Managementに関する研究 1 

7. Reading & Discussion - Event Managementに関する研究 2 

8. Reading & Discussion - F&B Managementに関する研究 1 

9. Reading & Discussion - F&B Managementに関する研究 2 

10. Reading & Discussion - Special Issues 

11. 研究テーマの構想 

12. 研究計画書の作成 

13. 研究計画の発表 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

英文ジャーナルの検索方法を学習し、興味があるテーマの英文論文を読む訓練をすること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/毎回の授業への準備(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

観光経営分野の英文ジャーナルの論文を主に使用する 

 

参考文献（Readings） 

適宜授業中に紹介する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

適宜授業中に紹介する 

 

注意事項（Notice） 
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■UA564 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA564／観光地調査研究法 

（Research Methods  for Tourism Area Management） 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
観光地経営専門家育成プログラム 

担当者名 

（Instructor） 

橋本 俊哉（HASHIMOTO TOSHIYA） 

佐藤 大祐（SATO DAISUKE） 

庄司 貴行（SHOJI TAKAYUKI） 

西川 亮（NISHIKAWA RYO） 

野原 克仁（NOHARA KATSUHITO） 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

観光による地域振興を図るためには，変化する観光の動向を的確にとらえ，観光地を革新し，マネジメントする能力をもった人材

が求められる。この授業では，そうした知識・スキルをもった人材＝観光地経営専門家を育成することを目標とした知識の習得

と，観光地経営に必要とされる調査分析方法について学ぶ。 

 

In order to revitalize local communities through tourism, people who have the ability to accurately capture the changing tourism 

trends, and innovating and managing tourist destinations are required. In this class, we will learn about the acquisition of 

knowledge and skills as the tourist destinations management experts, and how to analyze the research required for tourist 

management. 

 

授業の内容（Course Contents） 

観光地を経営し，革新することの意義を理解し，実践する力を身につけるために，現代の観光を取り巻く様々な環境条件と変わり

ゆく観光の動向を多角的に把握するとともに，地域資源の活用，効果的な地域情報発信の方法など，観光と地域振興に関わる

多角的な視点からの知識とそのための調査分析方法を学び，さらに事例研究を通したより実践的・発展的な学習を行う。授業期

間中に，内容に即した 2 度のフィールドワーク(任意参加)を実施する。 

 

In order to understand the significance of running a tourist destination, the significance of innovation, and to acquire the ability 

to practice, we study the trends of tourism that is changing from various environmental conditions surrounding modern tourism 

and community. Learn the multifaceted knowledge from the perspective of tourism and regional promotion, such as the 

utilization of regional resources and effective regional information transmission methods, and the research and analysis methods 

for that purpose, and further learning more practically through case study. During the class period, two fieldwork (voluntary 

participation) will be planned according to the content. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 観光地における価値の創造 

3. 観光地の調査分析方法 1：地理学 

4. 観光地からの情報発信 

5. 観光地のソーシャルイノベーション① 

6. 観光地のソーシャルイノベーション② 

7. 観光地の調査分析方法 2：フィールドワーク 

8. 町並み観光地の経営 

9. 観光地の調査分析方法 3：経済学 

10. 新しい観光地経営の事例分析 

11. 温泉観光地の経営 

12. 温泉観光地の経営事例分析 

13. 観光地経営と地域のステークホルダー 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義後に，講義内容が自らの研究にいかに活用しうるかを考えつつ復習を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

講義・議論への参加状況(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

講義や議論への参加状況、課題レポートで評価する。 
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テキスト（Textbooks） 

授業時に資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

配布資料に記載する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業期間中に 2 度のフィールドワークを計画している。任意参加で交通費は自己負担となるが，観光地経営の実際を学ぶ良い

機会であるので，参加を強く勧める。 

 

注意事項（Notice） 
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■UA572 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA572／観光環境・計画学研究（３） 

(Tourism Planning(3)) 

担当者名 

（Instructor） 
羽生 冬佳(HANYU FUYUKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

観光地の計画手法を学び、長期･短期、狭域・広域の視点から持続可能な観光地づくりの計画について考える。  

 

Students will study tourism area planning methods and think about plans for sustainable destination planning from long/short-

term and narrow/broad perspectives.  

 

授業の内容（Course Contents） 

わが国の様々な観光地の成立と展開、およびその課題について学ぶとともに、課題解決のための計画手法を理解し、実際に対

象地を定めて調査・提案を試みる。 

授業は講義ならびに受講生によるレポートとディスカッション、教員によるコメントと解説により進める。 

 

Along with learning about the establishment and development of various sightseeing spots in Japan and their issues, students 

will understand planning methods for issue resolution and try making surveys and proposals relevant to actual regions of 

relevance. 

Class will involve lectures as well as reports and discussions from students, along with comments and analysis from the 

instructor. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. わが国における観光地の成立と変遷（１） 

3. わが国における観光地の成立と変遷（２） 

4. わが国における観光地の成立と変遷（３） 

5. 計画策定の技術と手法（１） 

6. 計画策定の技術と手法（２） 

7. 計画策定の技術と手法（３） 

8. フィールド調査計画 

9. フィールド調査計画の実施 

10. フィールド調査計画のとりまとめ 

11. 調査結果の発表 

12. 対象地の課題発見と解決策の提示（１） 

13. 対象地の課題発見と解決策の提示（２） 

14. 作業結果の発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内での課題発表・討議を総合的に判断(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特になし 

 

参考文献（Readings） 

適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA574 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA574／観光社会学研究（２） 

(Sociology of Tourism(2)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
観光、移動、多様なコミュニティ 

担当者名 

（Instructor） 
川嶋 久美子(KAWASHIMA KUMIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会学の概念と方法論の理解を深めることで社会学的な想像力を身につけ、観光と人の移動を分析する能力を高める。身近な

地域で起こっている事象をグローバルな視点で考える力を養う。既存の研究を研究者として読みとる力を育てる。 

 

Upon successful completion of this course, students will be able to: 

1)Develop sociological imagination by understanding key sociological ideas and methodologies  

2)Acquire the ability to think about local phenomena from a global viewpoint. 

3)Engage with existing research from a researcher’s perspective. 

 

授業の内容（Course Contents） 

社会学の主要な概念と方法論について学び、観光と人の移動を批判的に読み解き、議論する。特に新しい形のコミュニティ形成

について多様性の視点から考察する。英語の文献を読み込むことで幅広い概念や事象の分析に触れる。 

 

This course teaches key ideas and methodologies from sociology to critically interpret tourism and human mobility. In particular, 

it pays attention to new forms of community building and questions of diversity. Students read texts mostly in English in order 

to learn a broad range of concepts and social phenomena. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 文献講読・ディスカッション 

3. 文献講読・ディスカッション 

4. 文献講読・ディスカッション 

5. 文献講読・ディスカッション 

6. 文献講読・ディスカッション 

7. 文献講読・ディスカッション 

8. 文献講読・ディスカッション 

9. 文献講読・ディスカッション 

10. 文献講読・ディスカッション 

11. 文献講読・ディスカッション 

12. 文献講読・ディスカッション 

13. 文献講読・ディスカッション 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講読するテキストは主に英語文献となる。本科目は講読するテキストの量が多いため、授業時間外に十分な学習時間を確保す

る必要がある。指定された文献を読了した上で参加すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加度(50%)/授業内に指示した提出物(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

随時案内する。英語テキストが主となる。 

 

参考文献（Readings） 

適宜案内する。英語テキストが主となる。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 95 - 

■UA575 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA575／観光社会学研究（３） 

(Sociology of Tourism(3)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
観光研究による社会学の問い直し 

担当者名 

（Instructor） 
高岡 文章(TAKAOKA FUMIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆に向けて、社会学の観点から観光について研究するために必要な概念や手法を習得する。 

 

Students will acquire the necessary concepts and methods to research tourism from a sociological perspective. 

 

授業の内容（Course Contents） 

社会学の転回について検討する。 

 

Students will consider shifts in sociology. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 文献講読 

3. 文献講読 

4. 文献講読 

5. 文献講読 

6. 文献講読 

7. 文献講読 

8. 文献講読 

9. 文献講読 

10. 文献講読 

11. 文献講読 

12. 文献講読 

13. 文献講読 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された内容の予習が受講の前提となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/授業への参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ピエール・ブルデュー、2020、『ディスタンクシオンⅠ』、藤原書店 

2. ピエール・ブルデュー、2020、『ディスタンクシオンⅡ』、藤原書店 

 

参考文献（Readings） 

1. 岸政彦、2020、『NHK 100 分 de 名著 ブルデュー『ディスタンクシオン』』、NHK出版 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA577 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA577／観光人類学研究（２） 

(Anthropology of Tourism(2)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代フィンランド旅行：幸福度世界一の国への訪問は観光か？ 

担当者名 

（Instructor） 
葛野 浩昭(KUZUNO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

国連による国ごとの幸福度評価ではフィンランドが最近 5 年続けて世界一で，世界からも日本からも高い注目を集めています。

また，海外旅行へ出かける日本人はここ 30 年ものあいだ，あまり増えてはいませんが，しかし，遠くて物価も高い北欧のフィンラ

ンドへ出かける日本人は年々増加しています。この授業では，名所旧跡を訪れるような狭義の観光の概念からは理解することの

難しい現代フィンランド旅行の動向について，履修学生による発表と議論を通して考えます。授業を通して前期課程の学生は，観

光活動や観光資源に関する自らの視点を柔軟に相対化し拡大することが期待されます。 

 

According to the United Nations happiness evaluation, Finland has been the number one in the world for the last five years, and 

has received a lot of attention from both the world and Japan. In addition, the number of Japanese traveling abroad has not 

increased in the last 30 years, but the number of Japanese traveling to Finland, which is far and expensive, is increasing year by 

year. In this class, we will consider trends in contemporary Finland travel, which are difficult to understand from the concept of 

tourism alone, through presentations and discussions by students. Through classes, students in the Master's Program are 

expected to flexibly relativize and expand their own perspectives on tourism activities and tourism resources. 

 

授業の内容（Course Contents） 

OECD による生徒の学習到達度調査（PISA）でフィンランドの生徒たちの学力の高さが注目されると，教育関係者は言うに及ばず

多くの日本人がフィンランドの学校を見学・視察に訪れるようになりました。学校や教育は決して狭義の観光資源ではありません

が，数多くの人々をフィンランド旅行へ引きつけています。同様にフィンランドの高齢者福祉の現場を見学・視察する人々も少なく

ありません。また、北欧デザインもムーミンも狭義の観光資源ではなくて，数多くの日本人が日頃から日本でも憧れたり接したりし

ている身近な文化要素ですが，それらは北欧的ライフスタイルというキラキラした概念と結びつきながら，人々を強力にフィンラン

ド旅行へと引きつけています。この授業では，以下の授業計画に記すようなフィンランド社会・文化の多様な顔を具体的に取り上

げて、これらがフィンランド旅行やその魅力とどのように結びつけているのかを考えていきます。 

 

When the OECD's Program for International Student Assessment (PISA) draws attention to the high academic ability of Finnish 

students, many Japanese, not to mention educators, will visit Finnish schools. Schools and education are by no means a tourism 

resource in the narrow sense, but they attract a large number of people to Finland. Similarly, there are many people who visit 

and inspect the welfare sites for the elderly in Finland. In addition, Scandinavian design and Moomin are not tourism resources 

in a narrow sense, but are familiar cultural elements that many Japanese people admire and interact with in Japan on a daily 

basis, but they are linked to the glittering concept of Scandinavian lifestyle. However, it is strongly attracting people to Finland. 

In this class, we will take up the various faces of Finnish society and culture as described in the lesson plan below, and consider 

how they are linked to Finland travel and its appeal. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の目標と進め方についての全体紹介。使用書籍一覧の紹介（履修学生が読んで問題提起をおこなう書籍資料は，す

べて授業担当教員が用意をして貸し出します）。 

2. 授業計画（履修学生の発表の内容と順番）の決定。 

3. 現代フィンランド旅行の概要（講義）。 

4. 映画『かもめ食堂』『雪の華』と現代フィンランド旅行（講義）。 

5. 履修学生による発表と議論（たとえば，学校，教育）。 

6. 履修学生による発表と議論（たとえば，図書館，書店）。 

7. 履修学生による発表と議論（たとえば，男女平等法，高齢者福祉）。 

8. 履修学生による発表と議論（たとえば，働き方・休み方）。 

9. 履修学生による発表と議論（たとえば，コーヒータイム，カフェ）。 

10. 履修学生による発表と議論（たとえば，公園，サウナ）。 

11. 履修学生による発表と議論（たとえば，マーケット，リサイクルショップ）。 

12. 履修学生による発表と議論（たとえば，文学，音楽，芸術）。 

13. 履修学生による発表と議論（たとえば，北欧デザイン，雑貨，建築）。 

14. 総括的議論。 
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授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

現代フィンランド旅行の動向を具体的に理解し受け止めるためには，授業で議論の具体的出発点として扱う種々の書籍に限ら

ず，たとえば<フィンランド政府観光局>やフィンランド旅行に強い旅行会社<フィンツアー><アリスツアー>のホームページや、近年

大量に発行されているフィンランド関連の雑誌やガイドブックにも目を通して，それらの中でフィンランドやフィンランド旅行の何が

注目されているのかを考えてみることが有意義です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(70%)/出席・授業への取り組み(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

随時，資料を配布します。履修学生が読んで紹介する書籍は，授業担当教員が貸し出します。 

 

参考文献（Readings） 

随時，資料を配布します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA578 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA578／観光人類学研究（３） 

(Anthropology of Tourism(3)) 

担当者名 

（Instructor） 
門田 岳久(KADOTA TAKEHISA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

観光人類学的研究の基礎となる、文化（社会）人類学の近年の広がりを学び、修士論文もしくは博士論文の執筆に応用可能な方

法を身につける。 

 

Aims to study the foundations and expansion of anthropological thinking. 

 

授業の内容（Course Contents） 

研究を遂行するには適切な問いが必要であり、そのためには先行研究の入念なレビューを行わなければならない。 

前半では、先行研究を適切にレビューするための方法を学ぶ。そのために、研究者が書くレビューを読んでみる。具体的には『文

化人類学』掲載のレビュー（書評）を多めに輪読することで、論文をクリティカルに読み、文章に表現する仕方を体得する。次に、

『文化人類学』等に掲載された査読付き原著論文を毎回 1，2 本取り上げ、前半で身につけた手法を活かしつつ担当者が要約と

コメントを行い、最終的には、2000 字程度（博士前期課程の場合。後期課程履修者 3000−4000字）のレビューを執筆する。 

 

In the first half of the course, students learn how to review academic articles. In the second half, the students will take original 

articles published in peer-reviewed journals such as Cultural Anthropology and write reviews of them. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 文献レビューとは何か 

2. 観光学研究科修士論文における文献レビューの課題 

3. 観光人類学の現状把握 

4. 受講生による文献読解と議論 

5. 受講生による文献読解と議論 

6. 受講生による文献読解と議論 

7. 受講生による文献読解と議論 

8. 受講生による文献読解と議論 

9. 受講生による文献読解と議論 

10. 受講生による文献読解と議論 

11. 受講生による文献読解と議論 

12. 受講生による文献読解と議論 

13. 総合討論 

14. 全体の総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

本科目では文化人類学の基礎知識があることを前提として進めるため、自身の専門分野が異なる場合はあらかじめ文化人類学

というものがどういうものか大枠で理解する程度には勉強しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

開講時に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

日本文化人類学会の機関誌『文化人類学』は J-Stageで DL可。 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jjcanth/-char/ja 

適宜、目を通しておくこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■UA579 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA579／観光地理学研究（１） 

(Tourism Geography(1)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地図と観光研究 

担当者名 

（Instructor） 
松村 公明(MATSUMURA KOUMEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地理学の基盤となる読図と景観観察の方法を身につけ，履修者各自が目指す観光研究に活用・応用できるようにする。 

 

Students will become competent in the map reading and landscape observation methods that are fundamental to geography, and 

each student taking the course will become able to make use of and apply them to his or her own target research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

地形図の判読をとおして，対象地域の地理情報を読み取る技法に触れながら，対象地域で実施する景観観察を交えて，地図に

描かれた地理空間とその実際について考察する。 

 

While touching on reading methods of geographic information by deciphering topographic maps, students will consider 

geographic spaces depicted in maps and real ones by landscape observations made in the study areas. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 地形図と地図 

3. 地形図の基礎１ 

4. 地形図の基礎２ 

5. 新旧地形図の判読１ 

6. 新旧地形図の判読２ 

7. 地形図と景観観察１ 

8. 地形図と景観観察２ 

9. 地形図と景観観察３ 

10. 地形図と景観観察４ 

11. 観光研究における地図の活用・応用１ 

12. 観光研究における地図の活用・応用２ 

13. 観光研究における地図の活用・応用３ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

履修者各自が構想する修士論文の執筆に向けて，自らの研究対象地域（フィールド）の枠組みとなる適切な地図の選定・表現・

記述の方法を修得するため，各自または合同で課題に取り組む。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加度と課題への取り組み方(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

履修者は 2023 年度春学期開講「観光地理学研究（２）」を履修済みであることが望ましい。 

 

注意事項（Notice） 
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■UA580 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA580／観光地理学研究（２） 

(Tourism Geography(2)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地理情報と地図作成 

担当者名 

（Instructor） 
杜 国慶(DU GUOQING) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 地理学の基本概念から具体的応用例まで系統的に理解する。観光の空間的重要性を体系的，包括的方法で学習することを目

的とする。 

 

 Students will gain a systematic understanding ranging from the basic concept of geography to its specific applications. The 

class aims to have students systematically and comprehensively learn about spacial emphasis of tourism. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 地理学の基礎から，国内外における地理情報の整備と利用について学び，地図の作成技法を身に付ける。近年地理学から始

まり，数多くの研究分野で注目を集めている GIS（地理情報システム）の仕組みと操作方法を体験し，各自の学習に応用させてい

く。 

 

 Students will learn knowledge ranging from the basics of geography to the collection, preparation, and use of geographic 

information in both Japan and abroad, and acquire skills to create maps. Students will experience the structure and operation 

procedures of GIS (Geographic Information System), which was introduced by modern geography and has received attention in 

many research areas in recent years, and will apply their experiences to their own learnings. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 地理情報とは 

3. 地理情報の情報源 

4. 地理情報と地図 

5. 地理情報の表現法１ 

6. 地理情報の表現法２ 

7. 地図作成実習１ 

8. 地図作成実習２ 

9. 地図作成実習３ 

10. 地図作成実習４ 

11. 地理情報システム（GIS）実習１ 

12. 地理情報システム（GIS）実習２ 

13. 地理情報システム（GIS）実習３ 

14. 地理情報システム（GIS）実習４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外に文献研究やデータ分析をするので，十分な学習時間を確保して臨むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業での報告・討議(30%)/授業外での資料作成（収集と分析など）(30%)/地図作成(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

立教時間を利用する 
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注意事項（Notice） 
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■UA583 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA583／観光研究特論Ｂ 

(Special Lecture on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 友里(MIYAZAKI YURI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

政策に関する知識と、原因を推論するための方法論と、文献調査のための方法論を習得し、実際に使用できる水準に到達するこ

とが目標である。 

 

The goal is to acquire knowledge about policy, methodology for inferring causes, and methodology for literature research, and to 

reach a level that can be used in practice. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業の内容は三段階で構成されている。第一に、政策一般に関する具体的な知識を身につける。第二に、物事を説明する際

にヒントとなる、原因を推論するための方法論を学ぶ。第三に、実際に文献を収集する際に必要となる方法論を学ぶ。 

毎回、講義担当者が指定した文献の報告担当者を決めて報告のうえ、履修者と講義担当者がともにディスカッションを行いなが

ら、知識を身につける。 

 

The content of this class consists of three stages. First, acquire specific knowledge about policies in general. Second, we will 

learn the methodology for inferring causes, which will give us hints when explaining things. Third, learn the methodology 

necessary for actually collecting literature. 

Each time, the person in charge of reporting the literature specified by the lecturer will report, and the students and the 

lecturer will discuss together to acquire knowledge. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 社会の中の観光政策：公共政策の視点 

3. 公共政策とは何か 

4. 政策はどのように決まるのか（１） 

5. 政策はどのように決まるのか（２） 

6. 政策は誰がどのように実施するのか 

7. 政策の効果はどうやって測るのか 

8. 因果推論（１）反証可能性 

9. 因果推論（２）原因の時間的先行 

10. 因果推論（３）単一事例研究 

11. 因果推論（４）比較事例研究 

12. 文献リサーチの方法論 

13. なぜ「これ以上、先行研究がない」のかを考える 

14. 課題の作成に向けて 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の報告者は、文献の報告準備が必要となる。報告者以外の履修者は、ディスカッションに参加するための準備が必要とな

る。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 秋吉貴雄、2017、『入門 公共政策学』、中公新書 

2. 砂原庸介、手塚洋輔、2022、『公共政策』、放送大学教育振興会 

3. 久米郁男、2013、『原因を推論する』、有斐閣 

4. 伊藤修一郎、2011、『政策リサーチ入門』、東京大学出版会 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA584 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA584／観光文学研究（１） 

(Literature and Tourism(1)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文学散歩 

担当者名 

（Instructor） 
舛谷 鋭(MASUTANI SATOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本年度のテーマは「文学散歩」である。前期課程では、紀行文や旅行記，トラベルライティング等を読み書きするが、この学期は

特に「武蔵野」を対象とする。 

 

The overall theme of this seminar is “Promenade littéraire". In this academic semester the subjects of research are primarily 

reading travelogues and travel literature, travel writing and literary tourism in Musashino. 

 

授業の内容（Course Contents） 

「武蔵野」について，先行研究を参考に新座キャンパスや東京でのフィールドワークを踏まえ，読解・報告する。 

 

Reading and reporting on “Musashino”, based on fieldwork around Niiza Campus and Tokyo, while referring to existing research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 文学散歩の誕生 

3. 都市論的文学散歩 

4. 都市論的文学散歩 

5. コンテンツツーリズムとしての文学散歩 

6. コンテンツツーリズムとしての文学散歩 

7. 文学散歩によるまちづくり 

8. 文学散歩によるまちづくり 

9. フィールドワーク準備 

10. フィールドワーク準備 

11. 報告・討論 

12. 報告・討論 

13. 報告・討論 

14. 報告・討論 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業支援システムとして、演習では Google Classroom とそれに連携した Google ドライブを多用する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および参加状況(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 土屋忍編、2014、『武蔵野文化を学ぶ人のために』、世界思想社 (ISBN:4790716341) 

 

参考文献（Readings） 

1. 赤坂憲雄、2018、『武蔵野を読む』、岩波書店 (ISBN:4004317401) 

2. 前田愛、1992、『都市空間の中の文学』、岩波書店/Kindle 等 (ISBN:4480080147) 

3. 前田愛、瀬戸内晴美、2013、『対談紀行 名作の中の女たち』、岩波書店 (ISBN:400602228X) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

ゼミウェブ masutani.biz から FAQページなどを用意している。 

 

注意事項（Notice） 
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■UA585 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA585／観光マーケティング研究 

(Tourism Marketing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
マーケティングの視点から観光ビジネス・地域振興のあり方を考える 

担当者名 

（Instructor） 
東 徹(AZUMA TORU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では，マーケティングの基礎的な知識や実践方法をふまえ，現代社会における観光ビジネスや地域振興に関わる諸問

題に応用できる力を養うことを目標とする。 

 

This course aims to develop knowledge and skills applicable to various issues related to the tourism business and community 

revitalization based on the fundamental knowledge, approrch and method of marketing. 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では，既にマーケティングの基礎知識を学び，身につけている受講生を対象として，観光ビジネスや地域振興に関わる

テーマについて問題提起を行い，それに基づいて各受講生が研究レポートを発表し，ディスカッションを行う形で進めていく。 

 

This course is for students who have learned and acquired the fundamental knowledge of marketing. In this course, the issues 

concerning the tourism business and community revitalization will be raised, and each student will present a report based on the 

issues and all students will carry out discussions based on the report. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 観光マーケティングを学ぶに当たって～ソーシャル・テクノロジーとしてのマーケティングの意義～ 

2. 市場に向き合った観光・地域振興について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

3. 観光・地域振興と DMOの役割について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

4. 観光・地域振興と地域商社の役割について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

5. 地域ブランド構築と観光の役割について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

6. 観光地のライフサイクルについて考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

7. 観光ビジネスにおける「稼ぐ力」と「働く魅力」ついて考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

8. 日本の旅行市場の質的変化と旅行業のマーケティング課題について考える① 

～成長期のビジネスモデル～（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

9. 日本の旅行市場の質的変化と旅行業のマーケティング課題について考える② 

～成熟期のビジネスモデル～（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

10. 新たな宿泊ニーズとシェアリング・エコノミーについて考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

11. ホスピタリティ（もてなし）型サービスの意味と課題について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

12. マーケティングの視点から「オーバー・ツーリズム」について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

13. マーケティングの視点から「観光立国」のあり方について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

14. 観光マーケティングの現代的課題について考える 

（まとめと補足） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

この授業は，マーケティングの基礎知識をある程度身につけていることを前提として進めていくので，履修に当たっては，少なくと

も学部のマーケティング関連科目の単位を取得できる程度の知識は最低限修得しておくことが望ましい。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時における課題発表(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■UA672 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA672／ラグジュアリーブランド・マネジメント１ 

(Luxury Brand Management 1) 

担当者名 

（Instructor） 
外村 彩(TONOMURA AYA) 

学期 

（Semester） 
春学期１(Spring Semester 1) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本におけるラグジュアリーブランドビジネスの変遷、ビジネスモデル、戦略等を体系的に網羅することにより、ラグジュアリーブ

ランドビジネスとは、またラグジュアリーとはどういう状態のことなのか、ということを考察し明らかにする。   

 

The course covers the historical transition, business models, strategies of luxury brand business in Japan market with the 

objective to clarify the positioning of luxury brand business and the meaning of "luxury."    

 

授業の内容（Course Contents） 

日本のラグジュアリーブランドビジネスで活躍されている実務家をゲストスピーカーとしてお招きし、多様な角度から業界の最新動

向を知る。ゲストスピーカーはそれぞれ異なる分野の専門家で予定され、ラグジュアリーブランドビジネスへの体系的・網羅的な

理解が深まる構成となっている。（マーケティング・デジタル・E コマース・セールス・ヴィジュアルマーチャンダイジング・デザイン・

店舗展開・人事・ファイナンス・経営層等を予定）担当講師は全体のファシリテーターとして、最終的に当科目において明らかにす

る論題への解を学生自身が導き出せるよう、ゲストスピーカーと連携、各授業における議論の促進を図る。   

 

The course will showcase multiple aspects of the latest industry situation, inviting several practitioners excelling in the 

business. Guest speakers will be composed of professionals in different fields (e.g. marketing / digital / e-commerce / sales / 

visual merchandising / design / outlet strategies / human resources / finance / management) to enable and deep-dive into the 

the systematic understanding of the luxury brand business. The lecturer will coordinate with the guest speakers to facilitate the 

class discussion and will lead the students to develop their own approaches to the thesis at the end of the course.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ラグジュアリーブランド・マネジメント概論（本科目の目的と概要）   

2. ゲストスピーカー講義１ 

3. ゲストスピーカー講義２ 

4. ゲストスピーカー講義３ 

5. ゲストスピーカー講義４ 

6. ゲストスピーカー講義５ 

7. ゲストスピーカー講義６ 

8. ゲストスピーカー講義７ 

9. ゲストスピーカー講義８ 

10. ゲストスピーカー講義９ 

11. ゲストスピーカー講義１０ 

12. ゲストスピーカー講義１１ 

13. ゲストスピーカー講義１２ 

14. 総括講義 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

概論講義にて当科目を通じて明らかにしたい論題（＝各セメスター期末レポート）について授業外でも各自調べていただけると尚

良い。また、各ゲストスピーカー講義における議論を深めるための準備により、実務とアカデミック双方からの思考を期待する。   

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/ディスカッションへの貢献(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. JN カプフェレ＋Vバスティアン、2017、『The Luxury Strategy/ラグジュアリー戦略』、東洋経済新報社 (ISBN:978-4-492-

55682-5) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■UA673 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA673／ラグジュアリーブランド・マネジメント２ 

(Luxury Brand Management 2) 

担当者名 

（Instructor） 
外村 彩(TONOMURA AYA) 

学期 

（Semester） 
春学期２(Spring Semester 2) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本におけるラグジュアリーブランドビジネスの変遷、ビジネスモデル、戦略等を体系的に網羅することにより、ラグジュアリーブ

ランドビジネスとは、またラグジュアリーとはどういう状態のことなのか、ということを考察し明らかにする。   

 

The course covers the historical transition, business models, strategies of luxury brand business in Japan market with the 

objective to clarify the positioning of luxury brand business and the meaning of "luxury."    

 

授業の内容（Course Contents） 

日本のラグジュアリーブランドビジネスで活躍されている実務家をゲストスピーカーとしてお招きし、多様な角度から業界の最新動

向を知る。ゲストスピーカーはそれぞれ異なる分野の専門家で予定され、ラグジュアリーブランドビジネスへの体系的・網羅的な

理解が深まる構成となっている。（マーケティング・デジタル・E コマース・セールス・ヴィジュアルマーチャンダイジング・デザイン・

店舗展開・人事・ファイナンス・経営層等を予定）担当講師は全体のファシリテーターとして、最終的に当科目において明らかにす

る論題への解を学生自身が導き出せるよう、ゲストスピーカーと連携、各授業における議論の促進を図る。   

 

The course will showcase multiple aspects of the latest industry situation, inviting several practitioners excelling in the 

business. Guest speakers will be composed of professionals in different fields (e.g. marketing / digital / e-commerce / sales / 

visual merchandising / design / outlet strategies / human resources / finance / management) to enable and deep-dive into the 

the systematic understanding of the luxury brand business. The lecturer will coordinate with the guest speakers to facilitate the 

class discussion and will lead the students to develop their own approaches to the thesis at the end of the course.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ラグジュアリーブランド・マネジメント概論（本科目の目的と概要）   

2. ゲストスピーカー講義１ 

3. ゲストスピーカー講義２ 

4. ゲストスピーカー講義３ 

5. ゲストスピーカー講義４ 

6. ゲストスピーカー講義５ 

7. ゲストスピーカー講義６ 

8. ゲストスピーカー講義７ 

9. ゲストスピーカー講義８ 

10. ゲストスピーカー講義９ 

11. ゲストスピーカー講義１０ 

12. ゲストスピーカー講義１１ 

13. ゲストスピーカー講義１２ 

14. 総括講義 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

概論講義にて当科目を通じて明らかにしたい論題（＝各セメスター期末レポート）について授業外でも各自調べていただけると尚

良い。また、各ゲストスピーカー講義における議論を深めるための準備により、実務とアカデミック双方からの思考を期待する。   

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/ディスカッションへの貢献(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. JN カプフェレ＋Vバスティアン、2017、『The Luxury Strategy/ラグジュアリー戦略』、東洋経済新報社 (ISBN:978-4-492-

55682-5) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■UA676 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA676／経営財務１ 

(Financial Management1) 

担当者名 

（Instructor） 
野田 健太郎(NODA KENTARO) 

学期 

（Semester） 
春学期１(Spring Semester 1) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、経営財務に関する幅広い知識の修得を目指す。 

 

The goal of this lecture is to acquire a broad knowledge of management finance. 

 

授業の内容（Course Contents） 

財務諸表の見方、事業収支の計算、経営財務に関する理論などについて解説する。実際の企業の動きを見ながら、ディスカッシ

ョンをベースに授業を進める。 

 

We will explain how to view financial statements, calculate business income and expenses, and explore theories related to 

management finance, etc. This class is based on discussions while watching actual movements taken by companies. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 財務諸表と財務データの活用を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

3. 収益分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

4. 安全性分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

5. キャッシュフロー分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

6. マクロ環境分析・セグメント分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

7. 企業価値関連情報を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

8. 将来予想分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

9. 企業行動分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

10. 企業価値評価を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

11. 産業分析でディスカッションを行う（１）。 

12. 産業分析でディスカッションを行う（２）。 

13. 産業分析でディスカッションを行う（３）。 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の講義範囲を復習すること 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容などによって総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 野田健太郎、2017、『戦略的リスクマネジメントで会社を強くする』、中央経済社 (ISBN978-4-502-21761-6 C3034) 

 

参考文献（Readings） 

1. 野田健太郎、2013、『事業継続計画による企業分析』、中央経済社 (ISBN:978-4-502-08320-4) 

2. 野田健太郎、2004、『ベンチャー育成論入門―起業家マインドの醸成に向けて』、大学教育出版 

3. 伊藤邦雄、2014、『新・企業価値入門』、日本経済新聞出版社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本科目は、簡単な講義に続いてクラスあるいはチーム単位でディスカッション、プレゼン形式で授業を展開する。双方向による授

業の割合は 100％である。 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業である。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形
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式の授業によって運営されます。 
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■UA677 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA677／経営財務２ 

(Financial Management2) 

担当者名 

（Instructor） 
野田 健太郎(NODA KENTARO) 

学期 

（Semester） 
春学期２(Spring Semester 2) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、経営財務に関する幅広い知識の修得を目指す。 

 

The goal of this lecture is to acquire a broad knowledge of management finance. 

 

授業の内容（Course Contents） 

財務諸表の見方、企業審査について解説する。後半では無形資産、ＣＳＲ、リスクマネジメント、コーポレートガバナンスなどのトピ

ックについても触れる。実際の企業の動きを見ながら、プレゼン・ディスカッションをベースに授業を進める。 

 

We will explain how to view financial statements and perform corporate audits. In the second half, we will talk about intangible 

assets, CSR, Risk Management, Corporate Governance topics. This class is based on presentations and discussions while 

watching actual movements taken by companies. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. CSRの概念整理を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

3. 金融と CSRを取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

4. 非財務情報開示を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

5. サステナビリティを取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

6. 企業審査を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

7. 財務分析の知識確認 

8. サステナビリティ２を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

9. ガバナンスを巡る最近の動きを取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

10. リスクマネジメントを取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

11. 非財務情報の事例についてプレゼン・ディスカッションを行う（１）。 

12. 非財務情報の事例についてプレゼン・ディスカッションを行う（２）。 

13. 非財務情報の事例についてプレゼン・ディスカッションを行う(３）。 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の回についてはレジメを準備すること 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容などによって総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 野田健太郎他、2022、『観光産業のグレート・リセット』、中央経済社 (ISBN978-4-502-44381-7 C3034) 

 

参考文献（Readings） 

1. 野田健太郎、2017、『戦略的リスクマネジメントで企業を強くする』、中央経済社 (978-4-502-21761-6 C3034) 

2. 野田健太郎、2004、『ベンチャー育成論入門』、大学教育出版 

3. 野田健太郎、2013、『事業継続計画による企業分析』、中央経済社 (978-4-502-08320-4 C3034) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本科目は、簡単な講義に続いてクラスあるいはチーム単位でプレゼン、ディスカッション形式で授業を展開する。双方向による授

業の割合は 100％である。 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業である。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形
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式の授業によって運営されます。 
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■UA684 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA684／マーケティング・エッセンシャルズ１ 

(Marketing Essentials 1) 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 明(SAITO AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期１(Spring Semester 1) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１．マーケティング・マネジメントにおける基本的概念やフレームワークの理解 

２．今後のマーケティング分野での発展科目の履修や自律的研究に向けた基盤の確立  

 

1. Understanding basic concepts and frameworks in marketing management 

2. Acquiring basic knowledge and methods for conducting advanced research in the marketing field 

 

授業の内容（Course Contents） 

マーケティングは 20 世紀初めに市場創造の理念や方法として開発され、以来ビジネスにおいて重要な役割を果し続けていま

す。今日、マーケティングは、ビジネス（製造業、流通業、サービス業等）だけでなく、行政機関や地域、非営利組織へと活用領域

を広げています。 

本講義は、マーケティングの基本的な考え方と活動を中心に学習し、今後のマーケティング分野での発展科目の履修や当該分

野自律的学習に向けた基礎的準備講座とします。 

 

Marketing was developed at the beginning of the 20th century as an idea and method of market creation and has played an 

important role in business since that time. Today, marketing is applied not just to business (manufacturing, distribution, service, 

etc.), but also to administrative organizations, regions, and nonprofit organizations. 

This lecture will focus on the basic concepts and activities of marketing, and will be a basic preparatory class for advanced 

disciplines of marketing study. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：マーケティングとは 

2. 発展の歴史／マーケティング・マネジメントの基本的な考え方 

3. マーケティング環境：各市場の特徴／：標的市場の設定 

4. マーケティング・ミックスとは 

5. 製品政策（１）：製品概説（製品分類／製品ミックス概念） 

6. 製品政策（２）：プロダクトライフサイクルとマーケティングミックス 

7. 価格政策（１）：価格概説 

8. 価格政策（２）：上澄価格と浸透価格 

9. 流通政策（１）：流通チャネル概説 

10. 流通政策（２）：流通諸理論 

11. マーケティング・コミュニケーション政策（１）：マーケティング・コミュニケーション概説 

12. マーケティング・コミュニケーション政策（２）：広告・PR・SP・人的販売 

13. 最終課題報告 

14. 最終課題報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修（予習）：前回までの復習を実施し、授業に参加する。 

事後学修（復習）：授業内で詳細された概念等に関して整理し、ノートを作成し、理解を促進する。 

上記プロセスを繰り返し、授業内容の理解を獲得し、自律的学修を促進することを推奨しています。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題プレゼンテーション(60%)/授業内ディスカッションへの貢献度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義資料は、ブラックボード等で、配布する。 

テキストについては、講義時に紹介する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 和田 充夫 (編集), 日本マーケティング協会 (編集)、2005、『マーケティング用語辞典 (日経文庫)』、日本経済新聞社 
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(ISBN:4532110742) 

2. 有馬 賢治 (著), 岡本 純 (著), 斎藤 明 (著), 長崎 秀俊  (著), 宮下 雄治 (著)、2016、『マーケティング・オン・ビジネス―

基礎からわかるマーケティングと経営』、新世社 (ISBN:4883842347) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

※原則として、全授業回をオンラインでの実施予定。但し、状況により 1 回程度対面実施を検討する。 

※適宜、関連する実務家ゲストスピーカーを招く予定です。 

本講義は、マーケティングの基本的な考え方を中心に学習し、そうしたマーケティング分野での発展科目の履修や自律的学習に

向けた基礎的内容となりますので、履修時に、注意してください。 

本研究科では、マーケティング分野において、多くの発展科目・応用科目（B2B,、サービス、ブランド、グローバル、ストラテジー

等）が開講されています。 

 

実務で関連した業務（営業系業務）経験や、学部レベルで基礎的専門用語や概念について学習した経験のある方は、本科目の

履修を経ずに、多く開講されている発展科目・応用科目の積極的な履修を推奨します。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■UA685 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA685／マーケティング・エッセンシャルズ２ 

(Marketing Essentials 2) 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 明(SAITO AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期２(Spring Semester 2) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１．マーケティング・マネジメントにおける基本的概念やフレームワークの理解 

２．今後のマーケティング分野での発展科目の履修や自律的研究に向けた基盤の確立  

 

1. Understanding basic concepts and frameworks in marketing management 

2. Acquiring basic knowledge and methods for conducting advanced research in the marketing field 

 

授業の内容（Course Contents） 

マーケティングは 20 世紀初めに市場創造の理念や方法として開発され、以来ビジネスにおいて重要な役割を果し続けていま

す。今日、マーケティングは、ビジネス（製造業、流通業、サービス業等）だけでなく、行政機関や地域、非営利組織へと活用領域

を広げています。 

本講義は、マーケティングの基本的な考え方と活動を中心に学習し、今後のマーケティング分野での発展科目の履修や当該分

野自律的学習に向けた基礎的準備講座とします。 

 

Marketing was developed at the beginning of the 20th century as an idea and method of market creation and has played an 

important role in business since that time. Today, marketing is applied not just to business (manufacturing, distribution, service, 

etc.), but also to administrative organizations, regions, and nonprofit organizations. 

This lecture will focus on the basic concepts and activities of marketing, and will be a basic preparatory class for advanced 

disciplines of marketing study. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション／サービスマーケティング（１）：サービス概説 

2. サービスマーケティング（２）：SDロジック・価値共創 

3. ブランド（１）：諸概念 

4. ブランド（２）：ブランディング 

5. 消費者行動（１）：消費者行動概説（意思決定プロセス）（影響要因） 

6. 消費者行動（２）：消費者行動諸概念（態度・関与） 

7. 消費者行動（３）：消費者行動諸概念（流行、クチコミ他） 

8. ソーシャルマーケティング／非営利組織のマーケティング 

9. ゲスト・スピーカーによる実践報告（A） 

10. ゲスト・スピーカーによる実践報告（A） 

11. ゲスト・スピーカーによる実践報告（B） 

12. ゲスト・スピーカーによる実践報告（B） 

13. 最終課題報告 

14. 最終課題報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修（予習）：前回までの復習を実施し、授業に参加する。 

事後学修（復習）：授業内で詳細された概念等に関して整理し、ノートを作成し、理解を促進する。 

上記プロセスを繰り返し、授業内容の理解を獲得し、自律的学修を促進することを推奨しています。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題プレゼンテーション(60%)/授業内ディスカッションへの貢献度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義資料については、ブラックボード等で配布する。 

テキストについては、授業内に紹介する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 和田 充夫 (編集), 日本マーケティング協会 (編集)、2005、『マーケティング用語辞典 (日経文庫)』、日本経済新聞社 
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(ISBN:4532110742) 

2. 有馬 賢治 (著), 岡本 純 (著), 斎藤 明 (著), 長崎 秀俊  (著), 宮下 雄治 (著)、2016、『マーケティング・オン・ビジネス―

基礎からわかるマーケティングと経営』、新世社 (ISBN:4883842347) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

※原則として、全授業回をオンラインでの実施予定。但し、状況により 1 回程度対面実施を検討する。 

※適宜、実務家ゲストスピーカーを招く予定です。 

 

本講義は、マーケティングの基本的な考え方を中心に学習し、そうしたマーケティング分野での発展科目の履修や自律的学習に

向けた基礎的内容となりますので、履修時に、注意してください。 

本研究科では、マーケティング分野において、多くの発展科目・応用科目（B2B,、サービス、ブランド、グローバル、ストラテジー

等）が開講されています。 

 

実務で関連した業務（営業系業務）経験や、学部レベルで基礎的専門用語や概念について学習した経験のある方は、本科目の

履修を経ずに、多く開講されている発展科目・応用科目の積極的な履修を推奨します。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■UA688 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA688／マーケティング・リサーチ１ 

(Marketing Research 1) 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 明(SAITO AKIRA) 

学期 

（Semester） 
秋学期１(Fall Semester 1) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

マーケティング・リサーチの基本概念と枠組みを理解する 

 

The goal of this course is to provide an understanding of the basic concepts of marketing research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

マーケティング・リサーチとは，マーケティング活動に必要な意思決定上のリスクの軽減を目的とし，マーケティング意思決定に必

要な諸情報を収集・分析する機能を有しています。 

本講義では，マーケティング・リサーチに関する基本概念、特に定性調査の理解を目的とし，マーケティング･リサーチの基本的な

考え方について学習します。 

 

Marketing research has the function of collecting and analyzing various types of information necessary for marketing decision-

making, with the aim of reducing decision-making risks in marketing activities. 

In this course, we aim to understand the basic concepts of marketing research, especially qualitative research, and learn about 

the basic ideas of marketing research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：消費者理解とマーケティングリサーチ 

2. マーケティング課題とリサーチ 

3. 定性調査と定量調査 

4. 学術調査と実務的調査 

5. 定性調査（１）：インタビュー調査 

6. 定性調査（２）：インタビュー調査 

7. 定性調査（３）：観察法調査 

8. 定性調査（４）観察法調査 

9. 実務家による実践報告（A） 

10. 実務家による実践報告（A） 

11. 実務家による実践報告（B） 

12. 実務家による実践報告（B） 

13. 期末課題報告（A） 

14. 期末課題報告（B） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜講義内にて，指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題プレゼンテーション(60%)/授業内ディスカッションへの貢献度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜講義内にて，紹介する 

 

参考文献（Readings） 

関連テーマに応じて適宜講義内にて，参考文献等を紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（１）原則として、全授業回をオンラインでの実施予定。尚、状況により、1 回程度対面も検討する場合がある。 

（２）大学院における専門科目として、相応の事前学習（事前課題学習等）が必須となるため、履修を希望するものは、その点につ

いて留意すること。 

（３）実務家ゲストスピカ―の招聘を予定する。 
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（４）各回の講義内容は前後する場合がある。 

 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■UA689 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

UA689／マーケティング・リサーチ２ 

(Marketing Research 2) 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 明(SAITO AKIRA) 

学期 

（Semester） 
秋学期２(Fall Semester 2) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG5300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
 

 

授業の目標（Course Objectives） 

マーケティング・リサーチの基本概念と枠組みを理解する。 

 

The goal of this course is to provide an understanding of the basic concepts of marketing research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

マーケティング・リサーチとは，マーケティング活動に必要な意思決定上のリスクの軽減を目的とし，マーケティング意思決定に必

要な諸情報を収集・分析する機能を有しています。 

本講義では，マーケティング・リサーチに関する基本概念、特に定量調査の理解を目的とし，マーケティング･リサーチの基本的な

考え方について学習します。 

 

Marketing research has the function of collecting and analyzing various types of information necessary for marketing decision-

making, with the aim of reducing decision-making risks in marketing activities. 

In this course, we aim to understand the basic concepts of marketing research, especially quantitative research, and learn 

about the basic ideas of marketing research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：定量調査 

2. マーケティング課題とリサーチ課題 

3. リサーチプロセス 

4. 母集団とサンプリング 

5. マーケティング分析（１）：回帰分析 

6. マーケティング分析（２）：回帰分析 

7. マーケティング分析（３）：検定 

8. マーケティング分析（４）：検定 

9. 実務家による実践報告（A） 

10. 実務家による実践報告（A） 

11. 実務家による実践報告（B） 

12. 実務家による実践報告（B） 

13. 期末課題報告（１） 

14. 期末課題報告（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜講義内にて，適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題プレゼンテーション(60%)/授業内ディスカッションへの貢献度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜講義内にて，適宜紹介する。 

 

参考文献（Readings） 

関連テーマに応じて適宜講義内にて，参考文献等を紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（１）原則として、全授業回をオンラインでの実施予定。尚、状況により、1 回程度対面も検討する場合がある。 

（２）大学院における専門科目として、相応の事前学習（事前課題学習等）が必須となるため、履修を希望するものは、その点につ

いて留意すること。 

（３）実務家ゲストスピカ―の招聘を予定する。 
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（４）各回の講義内容は前後する場合がある。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■WA554 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA554／観光経営研究 

(Tourism Management) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 

観光経営分野の研究について学習し、自身の研究に参考になる文献のレビューをす

る。 

担当者名 

（Instructor） 
韓 志昊(HAN JIHO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

観光経営分野の研究動向を学習し、自分のテーマに参考になる論文を読み、 

Literature review を書く訓練をする。 

 

授業の内容（Course Contents） 

観光経営分野の研究動向を把握するために、主に英文文献を中心にテーマ別に 

Critical Reading をしながら、Discussion を行う。 

文献研究を踏まえ、自身の研究テーマに関連する研究を選定し、Literature review をまとめる。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. Introduction 

2. Reading & Discussion - Destination Managementに関する研究 1 

3. Reading & Discussion - Destination Managementに関する研究 2 

4. Reading & Discussion - Hotel Managementに関する研究 1 

5. Reading & Discussion - Hotel Managementに関する研究 2 

6. Reading & Discussion - Event Managementに関する研究 1 

7. Reading & Discussion - Event Managementに関する研究 2 

8. Reading & Discussion - F&B Managementに関する研究 1 

9. Reading & Discussion - F&B Managementに関する研究 2 

10. Reading & Discussion - Special Issues 

11. 研究テーマの構想 

12. 研究計画書の作成 

13. 研究計画の発表 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

英文ジャーナルの検索方法を学習し、興味があるテーマの英文論文を読む訓練をすること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/毎回の授業への準備(60%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

観光経営分野の英文ジャーナルの論文を主に使用する 

 

参考文献（Readings） 

適宜授業中に紹介する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

適宜授業中に紹介する 

 

注意事項（Notice） 
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■WA564 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA564／観光地調査研究法 

（Research Methods  for Tourism Area Management） 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
観光地経営専門家育成プログラム 

担当者名 

（Instructor） 

橋本 俊哉（HASHIMOTO TOSHIYA） 

佐藤 大祐（SATO DAISUKE） 

庄司 貴行（SHOJI TAKAYUKI） 

西川 亮（NISHIKAWA RYO） 

野原 克仁（NOHARA KATSUHITO） 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

観光による地域振興を図るためには，変化する観光の動向を的確にとらえ，観光地を革新し，マネジメントする能力をもった人材

が求められる。この授業では，そうした知識・スキルをもった人材＝観光地経営専門家として活躍するために必要とされる，高度

な水準の知識ならびに調査分析方法を習得する。 

 

授業の内容（Course Contents） 

観光地を経営し，革新することの意義を理解し，実践する力を身につけるために，現代の観光を取り巻く様々な環境条件と変わり

ゆく観光の動向を多角的に把握するとともに，地域資源の活用，効果的な地域情報発信の方法など，観光と地域振興に関わる

多角的な視点からの知識とそのための調査分析方法を学び，さらに事例研究を通したより実践的・発展的な学習を行う。授業期

間中に，内容に即した 2 度のフィールドワーク(任意参加)を実施する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 観光地における価値の創造 

3. 観光地の調査分析方法 1：地理学 

4. 観光地からの情報発信 

5. 観光地のソーシャルイノベーション① 

6. 観光地のソーシャルイノベーション② 

7. 観光地の調査分析方法 2：フィールドワーク 

8. 町並み観光地の経営 

9. 観光地の調査分析方法 3：経済学 

10. 新しい観光地経営の事例分析 

11. 温泉観光地の経営 

12. 温泉観光地の経営事例分析 

13. 観光地経営と地域のステークホルダー 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講義後に，講義内容が自らの研究にいかに活用しうるかを考えつつ復習を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

講義・議論への参加状況(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

講義や議論への参加状況、課題レポートで評価する。各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

授業時に資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

配布資料に記載する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業期間中に 2 度のフィールドワークを計画している。任意参加で交通費は自己負担となるが，観光地経営の実際を学ぶ良い

機会であるので，参加を強く勧める。 
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注意事項（Notice） 
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■WA572 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA572／観光環境・計画学研究（３） 

(Tourism Planning(3)) 

担当者名 

（Instructor） 
羽生 冬佳(HANYU FUYUKA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

観光地の計画手法を学び、長期･短期、狭域・広域の視点から持続可能な観光地づくりの計画を身につけ実践できるようにする。 

 

授業の内容（Course Contents） 

わが国の様々な観光地の成立と展開、およびその課題について学ぶとともに、課題解決のための計画手法を理解し、実際に対

象地を定めて調査・提案を試みる。 

授業は講義ならびに受講生によるレポートとディスカッション、教員によるコメントと解説により進める。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. わが国における観光地の成立と変遷（１） 

3. わが国における観光地の成立と変遷（２） 

4. わが国における観光地の成立と変遷（３） 

5. 計画策定の技術と手法（１） 

6. 計画策定の技術と手法（２） 

7. 計画策定の技術と手法（３） 

8. フィールド調査計画 

9. フィールド調査計画の実施 

10. フィールド調査計画のとりまとめ 

11. 調査結果の発表 

12. 対象地の課題発見と解決策の提示（１） 

13. 対象地の課題発見と解決策の提示（２） 

14. 作業結果の発表 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時に指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業内での課題発表・討議を総合的に判断(60%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

特になし 

 

参考文献（Readings） 

適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WA574 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA574／観光社会学研究（２） 

(Sociology of Tourism(2)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
観光、移動、多様なコミュニティ 

担当者名 

（Instructor） 
川嶋 久美子(KAWASHIMA KUMIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会学の概念と方法論の理解を深めることで社会学的な想像力を身につけ、観光と人の移動を分析する能力を高める。身近な

地域で起こっている事象をグローバルな視点で考える力を養う。既存の研究を研究者の視点で読みとる力を育てる。博士課程後

期課程の研究生として当該研究領域の専門的・理論的知識を修得する。 

 

授業の内容（Course Contents） 

社会学の主要な概念と方法論について学び、観光と人の移動を批判的に読み解き、議論する。特に新しい形のコミュニティ形成

について多様性の視点から考察する。主に英語の文献を読み込むことで幅広い概念や事象の分析に触れる。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 文献講読・ディスカッション 

3. 文献講読・ディスカッション 

4. 文献講読・ディスカッション 

5. 文献講読・ディスカッション 

6. 文献講読・ディスカッション 

7. 文献講読・ディスカッション 

8. 文献講読・ディスカッション 

9. 文献講読・ディスカッション 

10. 文献講読・ディスカッション 

11. 文献講読・ディスカッション 

12. 文献講読・ディスカッション 

13. 文献講読・ディスカッション 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された文献を読了した上で参加すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加度(50%)/授業内に指示した提出物(50%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

随時案内する。 

 

参考文献（Readings） 

適宜案内する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

講読するテキストは主に英語文献となる。本科目は講読するテキストの量が多いため、授業時間外に十分な学習時間を確保す

る必要がある。指定された文献を読了した上で参加すること。 

 

注意事項（Notice） 
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■WA575 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA575／観光社会学研究（３） 

(Sociology of Tourism(3)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
観光研究による社会学の問い直し 

担当者名 

（Instructor） 
高岡 文章(TAKAOKA FUMIAKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

博士論文の執筆に向けて、社会学の観点から観光について研究するために必要な概念や手法を習得する。 

 

授業の内容（Course Contents） 

社会学の転回について検討する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 文献講読 

3. 文献講読 

4. 文献講読 

5. 文献講読 

6. 文献講読 

7. 文献講読 

8. 文献講読 

9. 文献講読 

10. 文献講読 

11. 文献講読 

12. 文献講読 

13. 文献講読 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定された内容の予習が受講の前提となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(70%)/授業への参加度(30%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ピエール・ブルデュー、2020、『ディスタンクシオンⅠ』、藤原書店 

2. ピエール・ブルデュー、2020、『ディスタンクシオンⅡ』、藤原書店 

 

参考文献（Readings） 

1. 岸政彦、2020、『NHK 100 分 de 名著 ブルデュー『ディスタンクシオン』』、NHK出版 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WA577 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA577／観光人類学研究（２） 

(Anthropology of Tourism(2)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
現代フィンランド旅行：幸福度世界一の国への訪問は観光か？ 

担当者名 

（Instructor） 
葛野 浩昭(KUZUNO HIROAKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

国連による国ごとの幸福度評価ではフィンランドが最近 5 年続けて世界一で，世界からも日本からも高い注目を集めています。

また，海外旅行へ出かける日本人はここ 30 年ものあいだ，あまり増えてはいませんが，しかし，遠くて物価も高い北欧のフィンラ

ンドへ出かける日本人は年々増加しています。この授業では，名所旧跡を訪れるような狭義の観光の概念からは理解することの

難しい現代フィンランド旅行の動向について，履修学生による発表と議論を通して考えます。授業を通して後期課程の学生は，自

らの専門的調査地域における観光活動や観光資源の在り方を相対的に理解することが期待されます。 

 

授業の内容（Course Contents） 

OECD による生徒の学習到達度調査（PISA）でフィンランドの生徒たちの学力の高さが注目されると，教育関係者は言うに及ばず

多くの日本人がフィンランドの学校を見学・視察に訪れるようになりました。学校や教育は決して狭義の観光資源ではありません

が，数多くの人々をフィンランド旅行へ引きつけています。同様にフィンランドの高齢者福祉の現場を見学・視察する人々も少なく

ありません。また、北欧デザインもムーミンも狭義の観光資源ではなくて，数多くの日本人が日頃から日本でも憧れたり接したりし

ている身近な文化要素ですが，それらは北欧的ライフスタイルというキラキラした概念と結びつきながら，人々を強力にフィンラン

ド旅行へと引きつけています。この授業では，以下の授業計画に記すようなフィンランド社会・文化の多様な顔を具体的に取り上

げて、これらがフィンランド旅行やその魅力とどのように結びつけているのかを考えていきます。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の目標と進め方についての全体紹介。使用書籍一覧の紹介（履修学生が読んで問題提起をおこなう書籍資料は，す

べて授業担当教員が用意をして貸し出します）。 

2. 授業計画（履修学生の発表の内容と順番）の決定。 

3. 現代フィンランド旅行の概要（講義）。 

4. 映画『かもめ食堂』『雪の華』と現代フィンランド旅行（講義）。 

5. 履修学生による発表と議論（たとえば，学校，教育）。 

6. 履修学生による発表と議論（たとえば，図書館，書店）。 

7. 履修学生による発表と議論（たとえば，男女平等法，高齢者福祉）。 

8. 履修学生による発表と議論（たとえば，働き方・休み方）。 

9. 履修学生による発表と議論（たとえば，コーヒータイム，カフェ）。 

10. 履修学生による発表と議論（たとえば，公園，サウナ）。 

11. 履修学生による発表と議論（たとえば，マーケット，リサイクルショップ）。 

12. 履修学生による発表と議論（たとえば，文学，音楽，芸術）。 

13. 履修学生による発表と議論（たとえば，北欧デザイン，雑貨，建築）。 

14. 総括的議論。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

現代フィンランド旅行の動向を具体的に理解し受け止めるためには，授業で議論の具体的出発点として扱う種々の書籍に限ら

ず，たとえば<フィンランド政府観光局>やフィンランド旅行に強い旅行会社<フィンツアー><アリスツアー>のホームページや、近年

大量に発行されているフィンランド関連の雑誌やガイドブックにも目を通して，それらの中でフィンランドやフィンランド旅行の何が

注目されているのかを考えてみることが有意義です。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表(70%)/出席・授業への取り組み(30%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

随時，資料を配布します。履修学生が読んで紹介する書籍は，授業担当教員が貸し出します。 

 

参考文献（Readings） 

随時，資料を配布します。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WA578 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA578／観光人類学研究（３） 

(Anthropology of Tourism(3)) 

担当者名 

（Instructor） 
門田 岳久(KADOTA TAKEHISA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

観光人類学的研究の基礎となる、文化（社会）人類学の近年の広がりを学び、修士論文もしくは博士論文の執筆に応用可能な方

法を身につける。 

 

授業の内容（Course Contents） 

研究を遂行するには適切な問いが必要であり、そのためには先行研究の入念なレビューを行わなければならない。 

前半では、先行研究を適切にレビューするための方法を学ぶ。そのために、研究者が書くレビューを読んでみる。具体的には『文

化人類学』掲載のレビュー（書評）を多めに輪読することで、論文をクリティカルに読み、文章に表現する仕方を体得する。次に、

『文化人類学』等に掲載された査読付き原著論文を毎回 1，2 本取り上げ、前半で身につけた手法を活かしつつ担当者が要約と

コメントを行い、最終的には、2000 字程度（博士前期課程の場合。後期課程履修者 3000−4000字）のレビューを執筆する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 文献レビューとは何か 

2. 観光学研究科修士論文における文献レビューの課題 

3. 観光人類学の現状把握 

4. 受講生による文献読解と議論 

5. 受講生による文献読解と議論 

6. 受講生による文献読解と議論 

7. 受講生による文献読解と議論 

8. 受講生による文献読解と議論 

9. 受講生による文献読解と議論 

10. 受講生による文献読解と議論 

11. 受講生による文献読解と議論 

12. 受講生による文献読解と議論 

13. 総合討論 

14. 全体の総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

本科目では文化人類学の基礎知識があることを前提として進めるため、自身の専門分野が異なる場合はあらかじめ文化人類学

というものがどういうものか大枠で理解する程度には勉強しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容(100%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

開講時に指示する。 

 

参考文献（Readings） 

日本文化人類学会の機関誌『文化人類学』は J-Stageで DL可。 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jjcanth/-char/ja 

適宜、目を通しておくこと。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WA579 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA579／観光地理学研究（１） 

(Tourism Geography(1)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地図と観光研究 

担当者名 

（Instructor） 
松村 公明(MATSUMURA KOUMEI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地理学の基盤となる読図と景観観察の方法を理解し，履修者自身が目指す博士学位論文の作成と考察に応用できるようにす

る。 

 

授業の内容（Course Contents） 

地形図の判読をとおして，対象地域の地理情報を読み取る技法に触れながら，対象地域で実施する景観観察を交えて，地図に

描かれた地理空間とその実際について考察する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 地形図と地図 

3. 地形図の基礎１ 

4. 地形図の基礎２ 

5. 新旧地形図の判読１ 

6. 新旧地形図の判読２ 

7. 地形図と景観観察１ 

8. 地形図と景観観察２ 

9. 地形図と景観観察３ 

10. 地形図と景観観察４ 

11. 観光研究における地図の活用・応用１ 

12. 観光研究における地図の活用・応用２ 

13. 観光研究における地図の活用・応用３ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

履修者各自が構想する博士学位論文の執筆に向けて，自らの研究対象地域（フィールド）の枠組みとなる適切な地図の選定・表

現・記述の方法を修得するため，各自または合同で課題に取り組む。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加度と課題への取り組み方(100%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WA580 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA580／観光地理学研究（２） 

(Tourism Geography(2)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
地理情報と地図作成 

担当者名 

（Instructor） 
杜 国慶(DU GUOQING) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7200 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 地理学の基本概念から具体的応用例まで系統的に理解する。地図と地理情報システム（GIS）を体系的に学習する。 

 

授業の内容（Course Contents） 

 地理学の基礎から，国内外における地理情報の整備と利用について学び，地図の作成技法を身に付ける。近年地理学から始

まり，数多くの研究分野で注目を集めている GIS（地理情報システム）の仕組みと操作方法を体験し，各自の学習に応用させてい

く。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 地理情報とは 

3. 地理情報の情報源 

4. 地理情報と地図 

5. 地理情報の表現法１ 

6. 地理情報の表現法２ 

7. 地図作成実習１ 

8. 地図作成実習２ 

9. 地図作成実習３ 

10. 地図作成実習４ 

11. 地理情報システム（GIS）実習１ 

12. 地理情報システム（GIS）実習２ 

13. 地理情報システム（GIS）実習３ 

14. 地理情報システム（GIS）実習４ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外に文献研究やデータ分析をするので，十分な学習時間を確保して臨むこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業での報告・討議(30%)/授業外での資料作成（収集と分析など）(30%)/地図作成(40%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

立教時間を利用する 

 

注意事項（Notice） 
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■WA583 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA583／観光研究特論Ｂ 

(Special Lecture on Tourism Research(B)) 

担当者名 

（Instructor） 
宮崎 友里(MIYAZAKI YURI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7000 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

政策に関する知識と、原因を推論するための方法論と、文献調査のための方法論を習得し、実際に使用できる水準に到達するこ

とが目標である。 

ディスカッションには建設的なコメントをもって寄与することが求められる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業の内容は三段階で構成されている。第一に、政策一般に関する具体的な知識を身につける。第二に、物事を説明する際

にヒントとなる、原因を推論するための方法論を学ぶ。第三に、実際に文献を収集する際に必要となる方法論を学ぶ。 

毎回、講義担当者が指定した文献の報告担当者を決めて報告のうえ、履修者と講義担当者がともにディスカッションを行いなが

ら、知識を身につける。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 社会の中の観光政策：公共政策の視点 

3. 公共政策とは何か 

4. 政策はどのように決まるのか（１） 

5. 政策はどのように決まるのか（２） 

6. 政策は誰がどのように実施するのか 

7. 政策の効果はどうやって測るのか 

8. 因果推論（１）反証可能性 

9. 因果推論（２）原因の時間的先行 

10. 因果推論（３）単一事例研究 

11. 因果推論（４）比較事例研究 

12. 文献リサーチの方法論 

13. なぜ「これ以上、先行研究がない」のかを考える 

14. 課題の作成に向けて 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の報告者は、文献の報告準備が必要となる。報告者以外の履修者は、ディスカッションに参加するための準備が必要とな

る。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/授業への参加(60%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. 秋吉貴雄、2017、『入門 公共政策学』、中公新書 

2. 砂原庸介、手塚洋輔、2022、『公共政策』、放送大学教育振興会 

3. 久米郁男、2013、『原因を推論する』、有斐閣 

4. 伊藤修一郎、2011、『政策リサーチ入門』、東京大学出版会 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WA584 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA584／観光文学研究（１） 

(Literature and Tourism(1)) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
文学散歩 

担当者名 

（Instructor） 
舛谷 鋭(MASUTANI SATOSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7100 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本年度のテーマは「文学散歩」である。後期課程では、紀行文や旅行記，トラベルライティング等を分析、再構成するが、この学期

は特に「武蔵野」を対象とする。 

 

授業の内容（Course Contents） 

「武蔵野」について，先行研究を参考に新座キャンパスや東京でのフィールドワークを踏まえ，読解・報告する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 文学散歩の誕生 

3. 都市論的文学散歩 

4. 都市論的文学散歩 

5. コンテンツツーリズムとしての文学散歩 

6. コンテンツツーリズムとしての文学散歩 

7. 文学散歩によるまちづくり 

8. 文学散歩によるまちづくり 

9. フィールドワーク準備 

10. フィールドワーク準備 

11. 報告・討論 

12. 報告・討論 

13. 報告・討論 

14. 報告・討論 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業支援システムとして、演習では Google Classroom とそれに連携した Google ドライブを多用する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席および参加状況(100%) 

各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 土屋忍編、2014、『武蔵野文化を学ぶ人のために』、世界思想社 (ISBN:4790716341) 

 

参考文献（Readings） 

1. 赤坂憲雄、2018、『武蔵野を読む』、岩波書店 (ISBN:4004317401) 

2. 前田愛、1992、『都市空間の中の文学』、岩波書店/電子書籍 (ISBN:4480080147) 

3. 前田愛、瀬戸内晴美、2013、『対談紀行 名作の中の女たち』、岩波書店 (ISBN:400602228X) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

ゼミウェブ masutani.biz から FAQページなどを用意している。 

 

注意事項（Notice） 
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■WA585 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA585／観光マーケティング研究 

(Tourism Marketing) 

テーマ／サブタイトル等 

（Theme / Subtitle） 
マーケティングの視点から観光ビジネス・地域振興のあり方を考える 

担当者名 

（Instructor） 
東 徹(AZUMA TORU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では，観光やマーケティングの研究経験を有し，研究に向き合う態度やスキルをある程度身につけた博士後期課程の

受講生を対象として，マーケティングの視点から観光ビジネスや地域振興に関わる問題を発見し，その解決に向けた政策立案能

力，理論の応用力を養うことを目標とする。 

 

授業の内容（Course Contents） 

この授業では，既に観光やマーケティング分野の研究経験を有し，基礎的な理論や実践方法をある程度身につけている受講生

を対象として，観光ビジネスや地域振興に関わるテーマについて問題提起を行い，それに基づいて各受講生が研究レポートを発

表し，ディスカッションを行う形で進めていく。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 観光マーケティングを学ぶに当たって～ソーシャル・テクノロジーとしてのマーケティングの意義～ 

2. 市場に向き合った観光・地域振興について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

3. 観光・地域振興と DMOの役割について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

4. 観光・地域振興と地域商社の役割について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

5. 地域ブランド構築と観光の役割について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

6. 観光地のライフサイクルについて考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

7. 観光ビジネスにおける「稼ぐ力」と「働く魅力」ついて考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

8. 日本の旅行市場の質的変化と旅行業のマーケティング課題について考える① 

～成長期のビジネスモデル～（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

9. 日本の旅行市場の質的変化と旅行業のマーケティング課題について考える② 

～成熟期のビジネスモデル～（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

10. 新たな宿泊ニーズとシェアリング・エコノミーについて考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

11. ホスピタリティ（もてなし）型サービスの意味と課題について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

12. マーケティングの視点から「オーバー・ツーリズム」について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

13. マーケティングの視点から「観光立国」のあり方について考える 

（問題提起，課題発表，ディスカッション） 

14. 観光マーケティングの現代的課題について考える 

（まとめと補足） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

この授業は，研究者に求められる態度やスキルはもちろん，マーケティングの基礎的な理論や実践方法を身につけていることを

前提として進めていく。応用領域としての観光分野と，より一般的なマーケティング論とを常に行き来しながら学ぶとともに、サー

ビス等，密接に関連する分野についても広く学ぶことが望まれる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業時における課題発表(60%)/最終レポート(Final Report)(40%) 

講義や議論への参加状況、課題レポートで評価する。各評価方法において前期課程と比較して高い水準で評価する。 
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テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WA672 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA672／ラグジュアリーブランド・マネジメント１ 

(Luxury Brand Management 1) 

担当者名 

（Instructor） 
外村 彩(TONOMURA AYA) 

学期 

（Semester） 
春学期１(Spring Semester 1) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本におけるラグジュアリーブランドビジネスの変遷、ビジネスモデル、戦略等を体系的に網羅することにより、ラグジュアリーブ

ランドビジネスとは、またラグジュアリーとはどういう状態のことなのか、ということを考察し明らかにする。   

 

The course covers the historical transition, business models, strategies of luxury brand business in Japan market with the 

objective to clarify the positioning of luxury brand business and the meaning of "luxury."    

 

授業の内容（Course Contents） 

日本のラグジュアリーブランドビジネスで活躍されている実務家をゲストスピーカーとしてお招きし、多様な角度から業界の最新動

向を知る。ゲストスピーカーはそれぞれ異なる分野の専門家で予定され、ラグジュアリーブランドビジネスへの体系的・網羅的な

理解が深まる構成となっている。（マーケティング・デジタル・E コマース・セールス・ヴィジュアルマーチャンダイジング・デザイン・

店舗展開・人事・ファイナンス・経営層等を予定）担当講師は全体のファシリテーターとして、最終的に当科目において明らかにす

る論題への解を学生自身が導き出せるよう、ゲストスピーカーと連携、各授業における議論の促進を図る。   

 

The course will showcase multiple aspects of the latest industry situation, inviting several practitioners excelling in the 

business. Guest speakers will be composed of professionals in different fields (e.g. marketing / digital / e-commerce / sales / 

visual merchandising / design / outlet strategies / human resources / finance / management) to enable and deep-dive into the 

the systematic understanding of the luxury brand business. The lecturer will coordinate with the guest speakers to facilitate the 

class discussion and will lead the students to develop their own approaches to the thesis at the end of the course.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ラグジュアリーブランド・マネジメント概論（本科目の目的と概要）   

2. ゲストスピーカー講義１ 

3. ゲストスピーカー講義２ 

4. ゲストスピーカー講義３ 

5. ゲストスピーカー講義４ 

6. ゲストスピーカー講義５ 

7. ゲストスピーカー講義６ 

8. ゲストスピーカー講義７ 

9. ゲストスピーカー講義８ 

10. ゲストスピーカー講義９ 

11. ゲストスピーカー講義１０ 

12. ゲストスピーカー講義１１ 

13. ゲストスピーカー講義１２ 

14. 総括講義 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

概論講義にて当科目を通じて明らかにしたい論題（＝各セメスター期末レポート）について授業外でも各自調べていただけると尚

良い。また、各ゲストスピーカー講義における議論を深めるための準備により、実務とアカデミック双方からの思考を期待する。   

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/ディスカッションへの貢献(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. JN カプフェレ＋Vバスティアン、2017、『The Luxury Strategy/ラグジュアリー戦略』、東洋経済新報社 (ISBN:978-4-492-

55682-5) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■WA673 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA673／ラグジュアリーブランド・マネジメント２ 

(Luxury Brand Management 2) 

担当者名 

（Instructor） 
外村 彩(TONOMURA AYA) 

学期 

（Semester） 
春学期２(Spring Semester 2) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本におけるラグジュアリーブランドビジネスの変遷、ビジネスモデル、戦略等を体系的に網羅することにより、ラグジュアリーブ

ランドビジネスとは、またラグジュアリーとはどういう状態のことなのか、ということを考察し明らかにする。   

 

The course covers the historical transition, business models, strategies of luxury brand business in Japan market with the 

objective to clarify the positioning of luxury brand business and the meaning of "luxury."    

 

授業の内容（Course Contents） 

日本のラグジュアリーブランドビジネスで活躍されている実務家をゲストスピーカーとしてお招きし、多様な角度から業界の最新動

向を知る。ゲストスピーカーはそれぞれ異なる分野の専門家で予定され、ラグジュアリーブランドビジネスへの体系的・網羅的な

理解が深まる構成となっている。（マーケティング・デジタル・E コマース・セールス・ヴィジュアルマーチャンダイジング・デザイン・

店舗展開・人事・ファイナンス・経営層等を予定）担当講師は全体のファシリテーターとして、最終的に当科目において明らかにす

る論題への解を学生自身が導き出せるよう、ゲストスピーカーと連携、各授業における議論の促進を図る。   

 

The course will showcase multiple aspects of the latest industry situation, inviting several practitioners excelling in the 

business. Guest speakers will be composed of professionals in different fields (e.g. marketing / digital / e-commerce / sales / 

visual merchandising / design / outlet strategies / human resources / finance / management) to enable and deep-dive into the 

the systematic understanding of the luxury brand business. The lecturer will coordinate with the guest speakers to facilitate the 

class discussion and will lead the students to develop their own approaches to the thesis at the end of the course.   

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ラグジュアリーブランド・マネジメント概論（本科目の目的と概要）   

2. ゲストスピーカー講義１ 

3. ゲストスピーカー講義２ 

4. ゲストスピーカー講義３ 

5. ゲストスピーカー講義４ 

6. ゲストスピーカー講義５ 

7. ゲストスピーカー講義６ 

8. ゲストスピーカー講義７ 

9. ゲストスピーカー講義８ 

10. ゲストスピーカー講義９ 

11. ゲストスピーカー講義１０ 

12. ゲストスピーカー講義１１ 

13. ゲストスピーカー講義１２ 

14. 総括講義 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

概論講義にて当科目を通じて明らかにしたい論題（＝各セメスター期末レポート）について授業外でも各自調べていただけると尚

良い。また、各ゲストスピーカー講義における議論を深めるための準備により、実務とアカデミック双方からの思考を期待する。   

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/ディスカッションへの貢献(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

1. JN カプフェレ＋Vバスティアン、2017、『The Luxury Strategy/ラグジュアリー戦略』、東洋経済新報社 (ISBN:978-4-492-

55682-5) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■WA676 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA676／経営財務１ 

(Financial Management1) 

担当者名 

（Instructor） 
野田 健太郎(NODA KENTARO) 

学期 

（Semester） 
春学期１(Spring Semester 1) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、経営財務に関する幅広い知識の修得を目指す。 

 

The goal of this lecture is to acquire a broad knowledge of management finance. 

 

授業の内容（Course Contents） 

財務諸表の見方、事業収支の計算、経営財務に関する理論などについて解説する。実際の企業の動きを見ながら、ディスカッシ

ョンをベースに授業を進める。 

 

We will explain how to view financial statements, calculate business income and expenses, and explore theories related to 

management finance, etc. This class is based on discussions while watching actual movements taken by companies. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. 財務諸表と財務データの活用を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

3. 収益分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

4. 安全性分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

5. キャッシュフロー分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

6. マクロ環境分析・セグメント分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

7. 企業価値関連情報を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

8. 将来予想分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

9. 企業行動分析を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

10. 企業価値評価を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

11. 産業分析でディスカッションを行う（１）。 

12. 産業分析でディスカッションを行う（２）。 

13. 産業分析でディスカッションを行う（３）。 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の講義範囲を復習すること 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容などによって総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 野田健太郎、2017、『戦略的リスクマネジメントで会社を強くする』、中央経済社 (ISBN978-4-502-21761-6 C3034) 

 

参考文献（Readings） 

1. 野田健太郎、2013、『事業継続計画による企業分析』、中央経済社 (ISBN:978-4-502-08320-4) 

2. 野田健太郎、2004、『ベンチャー育成論入門―起業家マインドの醸成に向けて』、大学教育出版 

3. 伊藤邦雄、2014、『新・企業価値入門』、日本経済新聞出版社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本科目は、簡単な講義に続いてクラスあるいはチーム単位でディスカッション、プレゼン形式で授業を展開する。双方向による授

業の割合は 100％である。 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業である。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形
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式の授業によって運営されます。 
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■WA677 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA677／経営財務２ 

(Financial Management2) 

担当者名 

（Instructor） 
野田 健太郎(NODA KENTARO) 

学期 

（Semester） 
春学期２(Spring Semester 2) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本講義は、経営財務に関する幅広い知識の修得を目指す。 

 

The goal of this lecture is to acquire a broad knowledge of management finance. 

 

授業の内容（Course Contents） 

財務諸表の見方、企業審査について解説する。後半では無形資産、ＣＳＲ、リスクマネジメント、コーポレートガバナンスなどのトピ

ックについても触れる。実際の企業の動きを見ながら、プレゼン・ディスカッションをベースに授業を進める。 

 

We will explain how to view financial statements and perform corporate audits. In the second half, we will talk about intangible 

assets, CSR, Risk Management, Corporate Governance topics. This class is based on presentations and discussions while 

watching actual movements taken by companies. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. CSRの概念整理を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

3. 金融と CSRを取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

4. 非財務情報開示を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

5. サステナビリティを取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

6. 企業審査を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

7. 財務分析の知識確認 

8. サステナビリティ２を取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

9. ガバナンスを巡る最近の動きを取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

10. リスクマネジメントを取り上げ解説及びディスカッションを行う。 

11. 非財務情報の事例についてプレゼン・ディスカッションを行う（１）。 

12. 非財務情報の事例についてプレゼン・ディスカッションを行う（２）。 

13. 非財務情報の事例についてプレゼン・ディスカッションを行う(３）。 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

担当の回についてはレジメを準備すること 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

報告内容などによって総合的に評価する(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 野田健太郎他、2022、『観光産業のグレート・リセット』、中央経済社 (ISBN978-4-502-44381-7 C3034) 

 

参考文献（Readings） 

1. 野田健太郎、2017、『戦略的リスクマネジメントで企業を強くする』、中央経済社 (978-4-502-21761-6 C3034) 

2. 野田健太郎、2004、『ベンチャー育成論入門』、大学教育出版 

3. 野田健太郎、2013、『事業継続計画による企業分析』、中央経済社 (978-4-502-08320-4 C3034) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本科目は、簡単な講義に続いてクラスあるいはチーム単位でプレゼン、ディスカッション形式で授業を展開する。双方向による授

業の割合は 100％である。 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業である。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形
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式の授業によって運営されます。 
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■WA684 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA684／マーケティング・エッセンシャルズ１ 

(Marketing Essentials 1) 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 明(SAITO AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期１(Spring Semester 1) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１．マーケティング・マネジメントにおける基本的概念やフレームワークの理解 

２．今後のマーケティング分野での発展科目の履修や自律的研究に向けた基盤の確立  

 

1. Understanding basic concepts and frameworks in marketing management 

2. Acquiring basic knowledge and methods for conducting advanced research in the marketing field 

 

授業の内容（Course Contents） 

マーケティングは 20 世紀初めに市場創造の理念や方法として開発され、以来ビジネスにおいて重要な役割を果し続けていま

す。今日、マーケティングは、ビジネス（製造業、流通業、サービス業等）だけでなく、行政機関や地域、非営利組織へと活用領域

を広げています。 

本講義は、マーケティングの基本的な考え方と活動を中心に学習し、今後のマーケティング分野での発展科目の履修や当該分

野自律的学習に向けた基礎的準備講座とします。 

 

Marketing was developed at the beginning of the 20th century as an idea and method of market creation and has played an 

important role in business since that time. Today, marketing is applied not just to business (manufacturing, distribution, service, 

etc.), but also to administrative organizations, regions, and nonprofit organizations. 

This lecture will focus on the basic concepts and activities of marketing, and will be a basic preparatory class for advanced 

disciplines of marketing study. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：マーケティングとは 

2. 発展の歴史／マーケティング・マネジメントの基本的な考え方 

3. マーケティング環境：各市場の特徴／：標的市場の設定 

4. マーケティング・ミックスとは 

5. 製品政策（１）：製品概説（製品分類／製品ミックス概念） 

6. 製品政策（２）：プロダクトライフサイクルとマーケティングミックス 

7. 価格政策（１）：価格概説 

8. 価格政策（２）：上澄価格と浸透価格 

9. 流通政策（１）：流通チャネル概説 

10. 流通政策（２）：流通諸理論 

11. マーケティング・コミュニケーション政策（１）：マーケティング・コミュニケーション概説 

12. マーケティング・コミュニケーション政策（２）：広告・PR・SP・人的販売 

13. 最終課題報告 

14. 最終課題報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修（予習）：前回までの復習を実施し、授業に参加する。 

事後学修（復習）：授業内で詳細された概念等に関して整理し、ノートを作成し、理解を促進する。 

上記プロセスを繰り返し、授業内容の理解を獲得し、自律的学修を促進することを推奨しています。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題プレゼンテーション(60%)/授業内ディスカッションへの貢献度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義資料は、ブラックボード等で、配布する。 

テキストについては、講義時に紹介する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 和田 充夫 (編集), 日本マーケティング協会 (編集)、2005、『マーケティング用語辞典 (日経文庫)』、日本経済新聞社 
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(ISBN:4532110742) 

2. 有馬 賢治 (著), 岡本 純 (著), 斎藤 明 (著), 長崎 秀俊  (著), 宮下 雄治 (著)、2016、『マーケティング・オン・ビジネス―

基礎からわかるマーケティングと経営』、新世社 (ISBN:4883842347) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

※原則として、全授業回をオンラインでの実施予定。但し、状況により 1 回程度対面実施を検討する。 

※適宜、関連する実務家ゲストスピーカーを招く予定です。 

本講義は、マーケティングの基本的な考え方を中心に学習し、そうしたマーケティング分野での発展科目の履修や自律的学習に

向けた基礎的内容となりますので、履修時に、注意してください。 

本研究科では、マーケティング分野において、多くの発展科目・応用科目（B2B,、サービス、ブランド、グローバル、ストラテジー

等）が開講されています。 

 

実務で関連した業務（営業系業務）経験や、学部レベルで基礎的専門用語や概念について学習した経験のある方は、本科目の

履修を経ずに、多く開講されている発展科目・応用科目の積極的な履修を推奨します。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■WA685 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA685／マーケティング・エッセンシャルズ２ 

(Marketing Essentials 2) 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 明(SAITO AKIRA) 

学期 

（Semester） 
春学期２(Spring Semester 2) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

１．マーケティング・マネジメントにおける基本的概念やフレームワークの理解 

２．今後のマーケティング分野での発展科目の履修や自律的研究に向けた基盤の確立  

 

1. Understanding basic concepts and frameworks in marketing management 

2. Acquiring basic knowledge and methods for conducting advanced research in the marketing field 

 

授業の内容（Course Contents） 

マーケティングは 20 世紀初めに市場創造の理念や方法として開発され、以来ビジネスにおいて重要な役割を果し続けていま

す。今日、マーケティングは、ビジネス（製造業、流通業、サービス業等）だけでなく、行政機関や地域、非営利組織へと活用領域

を広げています。 

本講義は、マーケティングの基本的な考え方と活動を中心に学習し、今後のマーケティング分野での発展科目の履修や当該分

野自律的学習に向けた基礎的準備講座とします。 

 

Marketing was developed at the beginning of the 20th century as an idea and method of market creation and has played an 

important role in business since that time. Today, marketing is applied not just to business (manufacturing, distribution, service, 

etc.), but also to administrative organizations, regions, and nonprofit organizations. 

This lecture will focus on the basic concepts and activities of marketing, and will be a basic preparatory class for advanced 

disciplines of marketing study. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション／サービスマーケティング（１）：サービス概説 

2. サービスマーケティング（２）：SDロジック・価値共創 

3. ブランド（１）：諸概念 

4. ブランド（２）：ブランディング 

5. 消費者行動（１）：消費者行動概説（意思決定プロセス）（影響要因） 

6. 消費者行動（２）：消費者行動諸概念（態度・関与） 

7. 消費者行動（３）：消費者行動諸概念（流行、クチコミ他） 

8. ソーシャルマーケティング／非営利組織のマーケティング 

9. ゲスト・スピーカーによる実践報告（A） 

10. ゲスト・スピーカーによる実践報告（A） 

11. ゲスト・スピーカーによる実践報告（B） 

12. ゲスト・スピーカーによる実践報告（B） 

13. 最終課題報告 

14. 最終課題報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修（予習）：前回までの復習を実施し、授業に参加する。 

事後学修（復習）：授業内で詳細された概念等に関して整理し、ノートを作成し、理解を促進する。 

上記プロセスを繰り返し、授業内容の理解を獲得し、自律的学修を促進することを推奨しています。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題プレゼンテーション(60%)/授業内ディスカッションへの貢献度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

講義資料については、ブラックボード等で配布する。 

テキストについては、授業内に紹介する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 和田 充夫 (編集), 日本マーケティング協会 (編集)、2005、『マーケティング用語辞典 (日経文庫)』、日本経済新聞社 
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(ISBN:4532110742) 

2. 有馬 賢治 (著), 岡本 純 (著), 斎藤 明 (著), 長崎 秀俊  (著), 宮下 雄治 (著)、2016、『マーケティング・オン・ビジネス―

基礎からわかるマーケティングと経営』、新世社 (ISBN:4883842347) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

※原則として、全授業回をオンラインでの実施予定。但し、状況により 1 回程度対面実施を検討する。 

※適宜、実務家ゲストスピーカーを招く予定です。 

 

本講義は、マーケティングの基本的な考え方を中心に学習し、そうしたマーケティング分野での発展科目の履修や自律的学習に

向けた基礎的内容となりますので、履修時に、注意してください。 

本研究科では、マーケティング分野において、多くの発展科目・応用科目（B2B,、サービス、ブランド、グローバル、ストラテジー

等）が開講されています。 

 

実務で関連した業務（営業系業務）経験や、学部レベルで基礎的専門用語や概念について学習した経験のある方は、本科目の

履修を経ずに、多く開講されている発展科目・応用科目の積極的な履修を推奨します。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■WA688 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA688／マーケティング・リサーチ１ 

(Marketing Research 1) 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 明(SAITO AKIRA) 

学期 

（Semester） 
秋学期１(Fall Semester 1) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

マーケティング・リサーチの基本概念と枠組みを理解する 

 

The goal of this course is to provide an understanding of the basic concepts of marketing research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

マーケティング・リサーチとは，マーケティング活動に必要な意思決定上のリスクの軽減を目的とし，マーケティング意思決定に必

要な諸情報を収集・分析する機能を有しています。 

本講義では，マーケティング・リサーチに関する基本概念、特に定性調査の理解を目的とし，マーケティング･リサーチの基本的な

考え方について学習します。 

 

Marketing research has the function of collecting and analyzing various types of information necessary for marketing decision-

making, with the aim of reducing decision-making risks in marketing activities. 

In this course, we aim to understand the basic concepts of marketing research, especially qualitative research, and learn about 

the basic ideas of marketing research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：消費者理解とマーケティングリサーチ 

2. マーケティング課題とリサーチ 

3. 定性調査と定量調査 

4. 学術調査と実務的調査 

5. 定性調査（１）：インタビュー調査 

6. 定性調査（２）：インタビュー調査 

7. 定性調査（３）：観察法調査 

8. 定性調査（４）観察法調査 

9. 実務家による実践報告（A） 

10. 実務家による実践報告（A） 

11. 実務家による実践報告（B） 

12. 実務家による実践報告（B） 

13. 期末課題報告（A） 

14. 期末課題報告（B） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜講義内にて，指示します。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題プレゼンテーション(60%)/授業内ディスカッションへの貢献度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜講義内にて，紹介する 

 

参考文献（Readings） 

関連テーマに応じて適宜講義内にて，参考文献等を紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（１）原則として、全授業回をオンラインでの実施予定。尚、状況により、1 回程度対面も検討する場合がある。 

（２）大学院における専門科目として、相応の事前学習（事前課題学習等）が必須となるため、履修を希望するものは、その点につ

いて留意すること。 

（３）実務家ゲストスピカ―の招聘を予定する。 
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（４）各回の講義内容は前後する場合がある。 

 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。 
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■WA689 

科目コード／科目名 

（Course Code / Course Title） 

WA689／マーケティング・リサーチ２ 

(Marketing Research 2) 

担当者名 

（Instructor） 
斎藤 明(SAITO AKIRA) 

学期 

（Semester） 
秋学期２(Fall Semester 2) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
TRG7300 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
前期と合同 

 

授業の目標（Course Objectives） 

マーケティング・リサーチの基本概念と枠組みを理解する。 

 

The goal of this course is to provide an understanding of the basic concepts of marketing research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

マーケティング・リサーチとは，マーケティング活動に必要な意思決定上のリスクの軽減を目的とし，マーケティング意思決定に必

要な諸情報を収集・分析する機能を有しています。 

本講義では，マーケティング・リサーチに関する基本概念、特に定量調査の理解を目的とし，マーケティング･リサーチの基本的な

考え方について学習します。 

 

Marketing research has the function of collecting and analyzing various types of information necessary for marketing decision-

making, with the aim of reducing decision-making risks in marketing activities. 

In this course, we aim to understand the basic concepts of marketing research, especially quantitative research, and learn 

about the basic ideas of marketing research. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：定量調査 

2. マーケティング課題とリサーチ課題 

3. リサーチプロセス 

4. 母集団とサンプリング 

5. マーケティング分析（１）：回帰分析 

6. マーケティング分析（２）：回帰分析 

7. マーケティング分析（３）：検定 

8. マーケティング分析（４）：検定 

9. 実務家による実践報告（A） 

10. 実務家による実践報告（A） 

11. 実務家による実践報告（B） 

12. 実務家による実践報告（B） 

13. 期末課題報告（１） 

14. 期末課題報告（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

適宜講義内にて，適宜指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題プレゼンテーション(60%)/授業内ディスカッションへの貢献度(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

適宜講義内にて，適宜紹介する。 

 

参考文献（Readings） 

関連テーマに応じて適宜講義内にて，参考文献等を紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

（１）原則として、全授業回をオンラインでの実施予定。尚、状況により、1 回程度対面も検討する場合がある。 

（２）大学院における専門科目として、相応の事前学習（事前課題学習等）が必須となるため、履修を希望するものは、その点につ

いて留意すること。 

（３）実務家ゲストスピカ―の招聘を予定する。 
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（４）各回の講義内容は前後する場合がある。 

 

注意事項（Notice） 

本科目は、5 年以上の実務経験を有する実務家教員による授業であり、全授業回数の 50％以上がディスカッションなど双方向形

式の授業によって運営されます。



 

 

 

 


